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これはAxis装着式ソリューションです。

AAxxiiss装装着着式式ソソリリュューーシショョンン -- は、コンテンツ送信先に接続された1台以上のAxis装着式システムで
す。この装着式システムは、コンテンツ送信先に接続されているときにのみ機能します。

AAxxiiss装装着着式式シシスステテムム -- は、Axis装着式カメラ、Axisドッキングステーション、Axisシステムコント
ローラー、AXIS Body Worn Managerで構成されます。

System controller

AXIS Body Worn Manager

RFID reader

Network

AXIS BodyAXIS Body worn solution

AXIS Body worn system

Docking station

Body worn cameras

AXIS Body Worn LiveAXIS Body Worn
TV Dashboard

AXIS Body Worn manager Pro

AXIS Body Worn 
Assistant

AXIS Body worn system

AXIS Body worn system

AXIS Body worn system

AXIS Body worn system

Content destination

Axis装着式ソリューション
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AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn MMaannaaggeerr -- は、装着式システムを設定して管理できるWebアプリケーションで
す。

AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn MMaannaaggeerr PPrroo -- は、複数の装着式システムの一元管理が可能なアプリケーション
です。詳細については、「AXIS Body Worn Manager Pro 製品ページ」を参照してください。

AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn AAssssiissttaanntt -- は、装着式カメラに直接接続されたモバイル装置のためのアプリ
ケーションで、録画したビデオを見ることなどができます。詳細については、を参照してくださ
い。

AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn LLiivvee -- は、装着式カメラのユーザーがWi-Fi®またはモバイルネットワークを使用
してライブビデオをストリーミングするソリューションです。詳細については、AXIS Body Worn
Live製品ページを参照してください。システムのAxis-hosted版にアクセスするには、こちらをク
リックしてください。

オオププシショョンンののRRFFIIDDリリーーダダーー -- は、システムコントローラーに接続できません。このオプションを
使用すると、カメラのユーザーは自己割り当てタグを使用して、利用可能な任意の装着式カメラ
の自己割り当てを行うことができます。

カメラをドッキングステーションに設置すると、ドッキングステーションはカメラのバッテリー
を充電し、カメラをシステムに接続します。その後、システムコントローラーは、カメラから選
択したコンテンツの保存先まですべてのデータをシームレスに転送します。また、最新の装置ソ
フトウェアと設定を使用してカメラを最新状態に維持し、Axis装着式ソリューションの健全性を監
視します。

このシステムは、証拠管理システム (EMS)、ビデオ管理システム (VMS)、メディアサーバーなど、
さまざまなタイプのコンテンツ送信先によってサポートされています。Body Worn Integration API
を使用して、サードパーティのVMSまたはEMSと統合することができます。axis.com/developer-
community/body-worn-integrationでAxis開発者コミュニティに参加して、Body Worn Integration
API文書を参照してください。

最新のリリースの新機能

ププラライイババシシーーゾゾーーンン

AXIS W401Body Worn Activation Kitを使用すれば、カメラのユーザーが録画を停止すべきという旨
の通知を受け取るプライバシーゾーンを設定することが可能です。プライバシーゾーンの設定手
順については、を参照してください。

ラライイブブスストトリリーームムのの録録画画

ユーザーがカメラの録画ボタンを押すことで録画を開始した際、常にライブストリームを開始す
ることができるようになりました。カメラプロファイル設定の「AXIS BodyWorn Live」の項目
で、この機能をオンにしてください。

Axis装着式ソリューション

https://www.axis.com/products/axis-body-worn-manager-pro
https://www.axis.com/products/axis-body-worn-live
https://www.axis.com/products/axis-body-worn-live
https://live.bw.mysystems.axis.com/
https://www.axis.com/developer-community/body-worn-integration
https://www.axis.com/developer-community/body-worn-integration
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使用に当たって

装着式システムをセットアップするには、次の手順に従う必要があります。

1.
2.
3. コンテンツ送信先に接続します。を参照してください。
4.
5.
6. .
7.

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

Axis装着式ソリューションを開始する

システムの設置

注
このようなハードウェアコンポーネントが必要な場合、装着式システムをインストールしま
す。
• システムコントローラー
• ドッキングステーション
• 装着式カメラ
• コンピューター
• ネットワークケーブル
• 自己割り当てによるカメラの割り当てで使用するオプションのRFIDリーダー。
1. システムコントローラーをお使いのネットワークに接続します。
2. ドッキングステーションをシステムコントローラーの [[DDoocckkiinngg ssttaattiioonnss ((ドドッッキキンンググスス

テテーーシショョンン))]] ポートに接続します。ドッキングステーションの設置：
– 横向き
– 通気性と空気循環の良い場所
– 直射日光が当たらない場所

3. 必要に応じて、RFIDリーダーをシステムコントローラーのUSBコネクターに接続します。
4. システムコントローラーと同じネットワークにコンピューターを接続します。
5. 装置の電源を入れます。
6. カメラをドッキングします。
7. に進みます。

初めてAccess AXIS BodyWorn Managerにアクセスする

注
• 始める前に、以下のものがあることを確認してください。

Axis装着式ソリューション
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– 最新の装置ソフトウェアバージョンを入手可能です。axis.comからダウンロードす
ることができます。装置ソフトウェアにアクセスするには、My Axisアカウントが必
要です。

– 利用可能なコンテンツ送信先の接続ファイル。を参照してください。
1. お使いのネットワークのシステムコントローラーを検索します。

1.1. axis.com/support/softwareに移動し、AXIS IP Utilityをダウンロードします。
1.2. AXIS IP Utilityを起動します。
1.3. シリアル番号を使用して、リスト内でシステムコントローラーを見つけます。シリ

アル番号は、システムコントローラーの底部、またはシステムコントローラーボッ
クスのラベルに記載されています。

1.4. 検索結果リストからシステムコントローラーにアクセスします。ブラウザーで
AXIS Body Worn Managerが開きます。

2. 設定アシスタントに従って設定します。
2.1. 新しいシステムを設定する場合は、[CCrreeaattee aa nneeww ssyysstteemm ((新新ししいいシシスステテムムのの作作

成成))] を選択します。
既存のシステムにシステムコントローラーを追加する場合は、[EExxtteenndd aann eexxiissttiinngg
ssyysstteemm ((既既存存ののシシスステテムムをを拡拡張張すするる))] を選択し、「」の手順に従います。

2.2. 通常のシステムを設定する場合は、[SSttaannddaarrdd ((標標準準))] モードを選択します。ソ
リューションを試す場合は、[EEvvaalluuaattiioonn ((評評価価))] モードを選択します。評価モード
の詳細については、を参照してください。

2.3. 管理者アカウントを作成します。管理者ユーザー名はrootです。
2.4. 最新の装置ソフトウェアバージョンをインストールします。axis.com から装置ソフ

トウェアをダウンロードすることができます。装着式システムのさまざまなAXIS OS
トラックがサポートされています。これにより、[[AAccttiivvee ttrraacckk ((アアククテティィブブトトララッッ
クク))]] の最新機能をすべて利用する場合も、[[LLoonngg--tteerrmm ssuuppppoorrtt ((LLTTSS)) ttrraacckk ((長長期期ササ
ポポーートト ((LLTTSS)) トトララッックク))]] の安定性を優先する場合も、システムに最適なトラックを
選択することができます。詳細については、を参照してください。

2.5. 装着式システムに名前を付けます。これにより、コンテンツ送信先や異なるクラウ
ドサービス内での識別が容易になり、重要なシステムイベントに関する電子メール
通知を受け取る際にも簡単に識別できます。システム名は [SSeettttiinnggss ((設設定定))] で変更
できます。

2.6. ネットワークを設定します。
2.7. 接続ファイルを使用してシステムをコンテンツ送信先に接続します。コンテンツの

保存先には、録画とメタデータが保存され、管理されています。装着式システム
は、接続されるとコンテンツの保存先にロックされます。コンテンツの保存先を変
更するには、まず装着式システムをリセットする必要があります。詳細について
は、を参照してください。

2.8. ススーーパパーーアアドドミミンンパパススフフレレーーズズは、装着式システムのセキュリティを強化します。
システムの復元など、システムの重要な操作には、スーパーアドミンパスフレーズ
による認証が必要です。これは、装着式システムとセーフモード中のカメラの間の
接続を再確立するときにも必要です。パスフレーズを変更することはできません。

2.9. シシスステテムム復復元元キキーーは重要なセキュリティ機能です。装着式システムでは、特定の操
作のためにシステム復元キーが必要です。これらの操作には、故障したシステムコ
ントローラーの交換後に、装着式システムと既存のカメラ間の接続を再確立するこ
となどが含まれます。シシスステテムム復復元元キキーーをコンピューターにダウンロードし、安全
な場所に保存します。

2.10. お客様の地域で使用されている電源周波数を選択します。正しい周波数が使用され
ていると、画像のちらつきが少なくなります。アメリカ地域では、通常60 Hzが使用
されています。世界の他の部分では、ほとんどの場合50 Hzで使用されています。お
客様の地域の電源周波数がわからない場合は、地方自治体に確認してください。

2.11. カメラは2つの方法でユーザーに割り当てることができます。[FFiixxeedd ((固固定定))] カメラ
の割り当ての場合、各ユーザーは1台の特定のカメラに手動で割り当てられます。

Axis装着式ソリューション
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[SSeellff--aassssiiggnn ((自自己己割割りり当当てて))] の場合、カメラユーザーはシステムに接続されたRFID
リーダーの自己割り当てタグをタップして、利用可能な任意のカメラを選択しま
す。システムをリセットせずに固固定定と自自己己割割りり当当ててを切り替えることはできませ
ん。詳細については、を参照してください。

3. 正しい日付と時刻を設定します。時刻を正しく設定することは、いくつかの理由から重要
です。を参照してください。

安安全全ななパパススワワーードド

重要
ネットワーク上でパスワードやその他の機密設定を行う場合は、HTTPS (デフォルトで有効に
なっています) を使用してください。HTTPSを使用すると、安全で暗号化された形でネットワー
クに接続できるため、パスワードなどの機密データを保護できます。

デバイスのパスワードは主にデータおよびサービスを保護します。Axisデバイスは、さまざまなタ
イプのインストールで使用できるようにするためパスワードポリシーを強制しません。

データを保護するために、次のことが強く推奨されています。

• 8文字以上のパスワードを使用する (できればパスワード生成プログラムで作成する)。
• パスワードを公開しない。
• 一定の期間ごとにパスワードを変更する (少なくとも年に1回)。

評評価価モモーードド

重要
評価モードのシステムを標準モードに変更することはできません。

装着式ソリューションを試したい場合は、システムを評価モードで設定することができます。標
準モードと同様に、カメラ、システムコントローラー、コンテンツ送信先間の通信は、すべて暗
号化されます。評価モードでは、以下の操作を行えます。

• システム内にカメラや拡張システムコントローラーが残っている場合や、コンテンツ送信
先に転送されていない録画がある場合でも、システムを簡単にリセットできます。
システム内にドッキングされていないカメラがある場合、システムをリセットしようとす
ると警告が表示されます。ドッキングされていないカメラは、システムをリセットしても
リセットされず、個別にリセットする必要があります。

• カメラはドッキングされているかどうかに関わらず、いつでもリセットすることができま
す。転送されていない録画は削除されます。リセットしたカメラをシステムに再度追加す
る場合は、まずそのカメラを強制的に削除します。を参照してください。

• AXIS Body Worn Managerには、ユーザー名 (demo) とパスワード (demo) が事前に設定され
たデモアカウントがあります。デモアカウントを削除することはできません。デモアカウ
ントでは、管理者アカウントのパスワードを紛失した場合でもシステムにログインできま
す。システムのバックアップと復元、ハードウェアの削除、コンテンツ送信先に転送でき
なかった録画の取り出しなどが可能です。

AXIS W100またはAXIS W101 Body Worn Cameraをリセットするには：
1. 機能ボタンと録画ボタンを同時に2回押して、カメラが評価モードになっていることを確認

します。
カメラが評価モードになっている場合、すべてのLEDがオレンジ色に点滅します。

2. 7秒以内に録画ボタンを2回押してカメラをリセットします。
AXIS W102、AXIS W120、またはAXIS W110 Body Worn Cameraをリセットするには：

1. 電源ボタンを2回押して、カメラが評価モードになっていることを確認します。
カメラが評価モードになっている場合、AXIS W102とAXIS W120のディスプレイには、
Evaluation modeというテキストが表示されます。AXIS W110では、すべてのLEDがオレ
ンジ色に点滅します。

2. 7秒以内に再度電源ボタンを2回押してカメラをリセットします。

Axis装着式ソリューション
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コンテンツ送信先

コンテンツ送信先は、録画とメタデータを保存および管理します。たとえば、送信先はEMS (証拠
管理システム)、VMS (ビデオ管理システム)、メディアサーバーなどになります。Axis装着式ソ
リューションは複数の異なるコンテンツの保存先をサポートします。

すべてのコンテンツ送信先には、Axis装着式システムと統合するための接続ファイルが必要です。
接続ファイルは、コンテンツの保存先に生成されます。接続ファイルを生成する方法について
は、コンテンツ送信先のユーザーヘルプを確認してください。

コンテンツ送信先との接続にも、ネットワーク通信が正しく動作している必要があります。たと
えば、プロキシ、ファイアウォール、ウイルス対策が適切に設定されている必要があります。

重要
装着式システムの時刻とタイムゾーンは、コンテンツ送信先の時刻とタイムゾーンと常に一致
している必要があります。を参照してください。

AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonn PPrrooにに接接続続すするる

AXIS Camera Station ProをAxis装着式システムに組み合わせる方法については、AXIS Camera
Station Pro インテグレーターガイドを参照してください。

AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonn 55にに接接続続すするる

AXIS Camera Station 5をAxis装着式システムに組み合わせる方法については、AXIS Camera Station
5 インテグレーターガイドを参照してください。

AAXXIISS CCaassee IInnssiigghhttにに接接続続すするる

AXIS Case InsightをAxis装着式システムに組み合わせる方法については、AXIS Case Insight System
Integrator Guideを参照してください。

ササーードドパパーーテティィ製製アアププリリケケーーシショョンンととのの統統合合すす

Genetec Security Centerとの統合方法については、Body worn integration Genetecをご覧くださ
い。また、Milestone XProtect®との統合方法については、AXIS Optimizer Body Worn Extensionを
ご覧ください。

注
• ボディが保存、削除、変更されたときや、カメラの名前を変更したときなど、装着式シス

テムは、コンテンツの送信先に変更をプッシュします。このタイプの通信は1つの方法で
す。そのため、コンテンツの宛先が、対応する変更内容を装着式システムにプッシュする
ことはありません。

• 装着式システムを使用するには、事前にコンテンツの保存先に接続する必要があります。
• 接続ファイルは、コンテンツ送信先に接続されてからご使用のコンピューターから削除す

ることをお勧めします。
• 装着式システムは、接続されるとコンテンツの保存先にロックされます。コンテンツの保

存先を変更するには、まず装着式システムをリセットする必要があります。
• 装着式システムをリセットする前に、コンテンツの保存先を絶対に削除またはリセットし

ないでください。必ず装着式システムを最初にリセットしてください。最初にコンテンツ
の保存先を削除またはリセットすると、録画がカメラまたはシステムコントローラーに残
り、装着式システムをリセットできなくなります。これは、すべての証拠がコンテンツの
保存先にアップロードされるようにするセキュリティ機能です。

AAXXIISS CCaassee IInnssiigghhttでで録録画画ををユユーーザザーーにに関関連連付付けけ

AXIS Case Insightに転送された録画は、ユーザーに関連付けられます。AXIS Case Insightユーザー
は、カメラを装着している人 (カメラユーザー) に対応しています。関連付けにより、ケース作成
時などに、特定の人が行った録画を検索して収集することが容易になります。

AXIS Case Insightで録画をユーザーに関連付ける方法については、を参照してください。

Axis装着式ソリューション
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カメラを追加する

1. システムに追加するカメラをドッキングします。カメラのLEDがオレンジ色で点滅します。

2. [[CCaammeerraass ((カカメメララ))]] に移動します。
3. [カメラ] リストで、[NNeeww ((新新規規))] をクリックします。
4. [AAdddd ccaammeerraass ((カカメメララをを追追加加))] リストで、追加するカメラを選択し、[AAdddd ((追追加加))] をク

リックします。
カメラが追加されると、カメラの状態が [AAddddiinngg ((追追加加中中))] から [DDoocckkeedd ((ドドッッキキンンググ済済
みみ))] または [CChhaarrggiinngg ((充充電電中中))] に変わります。これには数分かかることがあります。

ユーザーの追加

システム内のカメラユーザーは、録画と装着式カメラを使用している人の間のリンクです。カメ
ラユーザーを追加するには、システムで直接作成するか、ファイルからインポートします。

•
•

新新ししいいユユーーザザーーをを作作成成ししまますす。。

1. [[UUsseerrss ((ユユーーザザーー))]] に移動します。

2. をクリックして、新規ユーザーを追加します。
3. 次のユーザー情報を入力します。

3.1. ユーザーの名前 (オーバーレイに表示できます)。
3.2. 組織内でのユーザー固有のID (オーバーレイに表示できます)。
3.3. 必要に応じて、AXIS Case Insightユーザー名を入力します。

注
• このオプションは、AXIS Case Insightを使用している場合にのみ表示されます。
• ユーザーの電子メールアドレスをユーザー名として入力すると、対応するゲスト

ユーザーがAXIS Case Insight内に作成されます。このゲストユーザーは、システムに
記録された証拠にアクセスできません。ユーザーのアクセス権は、AXIS Case Insight
で管理されます。

• 既存のユーザーのユーザー名を変更することはできません。これを行うには、ユー
ザーを削除して再度追加する必要があります。

3.4. [CCaammeerraa pprrooffiillee ((カカメメララププロロフファァイイルル))] を選択します。
4. [AAdddd uusseerr ((ユユーーザザーーのの追追加加))] をクリックします。

ユユーーザザーーののイインンポポーートト

装着式システムにより、カメラユーザーのデータをCSV UTF-8 (カンマ区切り) ファイルからイン
ポートすることができます。これは、新しいユーザーを追加したり、ユーザーIDを使用して既存の
カメラユーザーのユーザー名とカメラプロファイルを更新したりするための最も効率的な方法で
す。

Axis装着式ソリューション
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CSVファイルの例

ユーザーごとにRFIDを含めることもできます。つまり、自己割り当てのカメラ割り当てを使用し
ている場合に、自己割り当てタグを個別にペアリングするのではなく、一度にすべてのユーザー
にRFIDタグを関連付けることができます。

インポートする前に、すでに更新するユーザーがシステムに存在する場合は、を参照してくださ
い。

カメラユーザーをインポートするには:

1. [[UUsseerrss ((ユユーーザザーー))]] に移動します。

2. コンテキストメニュー を開き、[[IImmppoorrtt uusseerrss ((ユユーーザザーーののイインンポポーートト))]] をクリックし
ます。

3. ユーザー、ユーザーID、RFIDの正しい形式を示す [CCSSVV tteemmppllaattee ((CCSSVVテテンンププレレーートト))] をダ
ウンロードします。

4. CSVファイルにユーザーとユーザーIDを入力します。
5. [SSeelleecctt CCSSVV ffiillee ((CCSSVVフファァイイルルのの選選択択))] をクリックし、作成したファイルを選択します。
6. ステータス ウィンドウに表示されている競合をすべて解決し、[イインンポポーートト] をクリック し

ます。

カメラへのユーザーの割り当て

注
• ユーザーが割り当てられていない場合、カメラは機能しません。ドッキングを解除する

と、カメラのLEDが赤く点滅します。これは、使用前にユーザーをカメラに割り当てる必要
があることを示しています。

• ユーザーを割り当てることができるのは、ユーザーのカメラプロファイル内のすべての機
能をサポートしているカメラのみです。

カメラへのユーザーの割り当てには次の2つの方法があります。

•
•

固固定定カカメメララのの割割りり当当てて

装着式システムの管理者がカメラユーザーを1台の特定のカメラに割り当てます。そのカメラユー
ザーは常に同じ装着式カメラを使用します。を参照してください

特特定定ののカカメメララへへののユユーーザザーーのの割割りり当当てて

注
システム設定ウィザードで、固定カメラ割り当てが選択されています。自己カメラ割り当てに
変更するには、システムをリセットする必要があります。

1. [[CCaammeerraass ((カカメメララ))]] に移動します。
2. ユーザーを割り当てるカメラを開きます。
3. [AAssssiiggnneedd uusseerr ((割割りり当当ててらられれたたユユーーザザーー))] リストで、ユーザーを選択します。

自自己己割割りり当当ててにによよるるカカメメララのの割割りり当当てて

注
自己割り当てに使用できるのは、少なくとも60%のバッテリー残量と60%のストレージ残量を
持つカメラのみです。

Axis装着式ソリューション



13

カメラユーザーがシステムに接続されたRFIDリーダーの自己割り当てタグをタップします。そう
すると、システムによって、ユーザーが使用可能なカメラに割り当てられます。割り当てられた
カメラのLEDが緑色に点滅します。これは、ユーザーがカメラをドッキング解除できることを示す
ものです。

装着式システムの場合、ハードウェアの設置場所が異なる場合や、システム全体が同じ部屋にあ
る場合もあります。システム設定に該当するオプションを選択します。

11つつののロロケケーーシショョンン、、自自動動割割りり当当てて -- すべてのカメラとシステムコントローラーが同じ部屋にあ
る場合。

複複数数ののロロケケーーシショョンン、、自自動動割割りり当当てて -- カメラとシステムコントローラーが異なる場所に分散され
ている場合。複数のロケーションの自動割り当てを選択すると、ユーザーはカードリーダーと同
じ場所からカメラを選択することになりますが、システム内のどのロケーションにもカメラを
ドッキングできます。

自己割り当てによるカメラの割り当ての設定については、を参照してください。

自自己己割割りり当当ててにによよるるカカメメララのの割割りり当当ててをを設設定定すするる

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

自己割り当てによるカメラの割り当てを設定する

注
• システム設定ウィザードで、自己割り当てによるカメラの割り当てが選択されています。

固定カメラの割り当てに変更するには、システムをリセットする必要があります。
• この設定には、RFIDリーダーEExxtteerrnnaall RRFFIIDD CCaarrdd RReeaaddeerr 112255kkHHzz ++ 1133..5566MMHHzz wwiitthh NNFFCC

((UUSSBB)) が必要です。このリーダーには2つのモデルがあります。モデル名は製品ラベルに印
刷されています。
– TTWWNN44 MMuullttiitteecchhは、すべての装置ソフトウェアバージョンでサポートされていま

す。
– TTWWNN44 MMuullttiitteecchh 22 LLFF HHFFには、装置ソフトウェアバージョン10.12以降が必要で

す。
自己割り当てによるカメラの割り当てを設定するには:

1. RFIDリーダーをシステムコントローラーに接続します。リーダーのLEDが緑色に点灯するの
を待ちます (約15秒かかります)。これで、リーダーの装置ソフトウェアが正しくなり、使
用できるようになりました。

2. 各RFIDタグを個別にペアリングするには、次の手順に進みます。
または、既存のRFIDをすべてのユーザーに一度に関連付ける方法については、を参照して
ください。

3. RFIDリーダーの接続をシステムコントローラーから外します。
4. AAXXIISS BBooddyy Worn Managerへのアクセスに使用するコンピューターに同じRFIDリーダーを接

続します。

注
リモートデスクトップソリューションによる設定はサポートされていません。RFIDリーダー
は、AXIS Body Worn Managerへのアクセスに使用するコンピューターに直接接続する必要があ
ります。

5. AXIS Body Worn Managerで、[[UUsseerrss ((ユユーーザザーー))]] に移動します。

Axis装着式ソリューション
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6. 自己割り当てタグとペアリングするユーザーを選択します。

7. をクリックして、新しい機器をペアリングします。
8. [PPaaiirr ((ペペアアリリンンググ))] (自己割り当てタグ) をクリックします。
9. RFIDリーダーの自己割り当てタグをタップして登録します。ユーザーインターフェースの

すべてのドットが黄色になるまでタップし続けます。

注
複数のペアリングを行う場合は、手順6〜9を繰り返します。
10. RFIDリーダーの接続をコンピューターから外します。
11. 同同じじRFIDリーダーをシステムコントローラーに接続します。

これで、カメラユーザーはタグを使用して、装着式カメラの自己割り当てを行えるようになりま
す。

カメラプロファイル

カメラプロファイルを使用して、1つのユーザーグループに同じカメラ設定を適用します。たとえ
ば、昼と夜のシフトに異なるプロファイルを作成できます。新しいユーザーには、デフォルトの
カメラプロファイルが割り当てられます。

カカメメララププロロフファァイイルルのの編編集集

1. [[CCaammeerraa pprrooffiilleess ((カカメメララププロロフファァイイルル))]] に移動し、設定済みのカメラプロファイルの
1つをドロップダウンメニューから選択します。

2. をクリックして、選択したカメラプロファイルを編集します。
3. カメラプロファイルの [NNaammee ((名名前前))] を編集します。
4. カメラプロファイルのDDeessccrriippttiioonn ((説説明明))を入力します。
5. このカメラプロファイルを持つユーザーのカメラ割り当てに利用できるようにするカメラ

を選択します。
6. [完完了了] をクリックします。
7. リスト内の装置を展開して設定を編集します。各設定の詳細については、を参照してくだ

さい。

カカメメララププロロフファァイイルルのの設設定定

AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn CCaammeerraass

このセクションで説明する機能と設定のサポートは、カメラモデルによって異なります。このア

イコン は、機能または設定が一部のカメラモデルでのみ使用できることを示しています。

Axis装着式ソリューション
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ビビデデオオ 録録画画画画質質 • 772200PP

• 772200pp 高高
• 11008800pp。AXIS W100お

よびAXIS W101の場
合、プリバッファは最
大90秒に制限されま
す。

• 11008800pp高高 。
AXIS W100および
AXIS W101の場合、プ
リバッファは最大60秒
に制限されます。

hhiigghh ((高高))設定では圧縮率が低
く、シャープネスが向上し、
ビットレートがより高くなり
ます。これらの設定は、イン
シデントベースの録画に適し
ています。

ラライイブブスストトリリーームム画画質質
• 332200PP
• 772200PP

電電子子動動体体ブブレレ補補正正
揺れや振動による影響を最小
限に抑え、より滑らかで安定
した画像を提供します。

たたるる型型歪歪曲曲のの補補正正
バレル歪曲 (たる型歪曲) と
は、映像が外側に向かって曲
がったように見えるレンズ効
果のことです。[BBaarrrreell
ddiissttoorrttiioonn ccoorrrreeccttiioonn ((たたるる型型
歪歪曲曲のの補補正正))] をオンにする
と、よりまっすぐな画像が得
られます。

音音声声 録画の音声を含みます。

最最適適化化 • デデフフォォルルトト - 増幅され
た音声。ほとんどの環
境に適しています。

• PPoosstt--pprroocceessssiinngg ((ポポスス
トトププロロセセスス)) - 未処理
(自動ゲインコントロー
ルまたはノイズ低減な
し) のステレオ音声。独
自の信号処理アルゴリ
ズムをオフラインで適
用する場合、または単
方向で最適化されてい
ない音声が必要な場合
のポストプロセスアプ
リケーションに適して
います。デフォルトの
最適化に比べて、音声
レベルが大幅に低くな
ります。

Axis装着式ソリューション
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• VVooiiccee ((声声)) - 単調
な環境音をフィルタリ
ングして、録画内の声
を分離します。

SSttaannddbbyy mmooddee ((ススタタンンババイイ

モモーードド))

録画していないときはカメラを省電力モードにします。

動作時間が延びます。

プリバッファとの併用はできません。

ププリリババッッフファァ プリバッファにより、録画開始前に録画時間を追加してイベン
ト全体を確実にキャプチャーできます。

長長ささ プリバッファの長さ：15秒、
30秒、60秒、90秒、または
120秒。AXIS W100および
AXIS W101の場合、オプショ
ンの120秒は720pの画質での
み使用できます。

音音声声 プリバッファの音声を含みま
す。

ポポスストトババッッフファァ カメラユーザーが録画を停止した後、録画を続行します。それ
でも、カメラには録画が停止したことが表示されます。

[AAuuddiioo ((音音声声))] で音声をオンにすると、音声がポストバッファ
に含まれます。

長長ささ ポストバッファの長さ：10
秒、30秒、または60 秒。

場場所所
アシストGNSS (エフェメリス)
が有効

カメラの地理的位置情報を座標として表示します。

屋外用途にのみ推奨。

動作時間が短くなります。

モモーードド • 録録画画中中おおよよびびスストトリリーー
ミミンンググ中中 - コンテンツ
送信先が連続更新に対
応している場合、撮影
中に、カメラの動きを
軌跡として保存するこ
とができます。その
後、その動きを軌跡と
して表示することもで
きます。連続更新がサ
ポートされていない場
合は、録画の開始位置
と終了位置が保存され
ます。カメラの位置を
表示するオーバーレイ
を使用している場合
は、それが更新されて
表示されます。
ストリーム中は、カメ
ラの位置は継続的に更
新され、AXIS Body
Worn Liveに送信されま
す。

Axis装着式ソリューション
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• AAllwwaayyss ((常常時時)) – カメラ
がドッキングされてい
ないときも、カメラの
位置情報をAXIS Body
Worn Liveに送信しま
す。

オオーーババーーレレイイ オーバーレイは、ビデオストリームに重ねて表示されます。こ
れらは、録画で追加情報を提供するために使用されます。

ユユーーザザーー名名 カメラユーザーの作成時に入
力した名前を表示します。

ユユーーザザーーIIDD カメラユーザーの作成時に入
力したユーザーIDを表示しま
す。

位位置置
カメラの現在の地理的位置情
報を座標として表示します。
[LLooccaattiioonn ((位位置置情情報報))] がオン
になっている必要がありま
す。

作作動動 録録画画ボボタタンン • SSiinnggllee pprreessss ((11回回押押すす))
- ユーザーがボタンを1
回押すと録画を開始し
ます。

• DDoouubbllee pprreessss ((22回回押押
すす)) - ユーザーがボタン
を2回押すと録画を開始
します。この設定は、
AXIS TW1201 Mini
Cube Sensorがカメラに
接続されている場合に
も適用されます。

常常時時録録画画 カメラユーザーがカメラを
ドッキング解除すると録画を
開始し、再度ドッキングする
まで録画を続けます。カメラ
ユーザーは、録画ボタンを使
用して録画を停止することは
できません。ユーザーがカメ
ラの電源をオフにすると、録
画は停止します。カメラの電
源をオンにすると、録画が自
動的に開始されます。録画ボ
タンは、ブックマークの作成
やライブストリームの停止に
使用できます。

転転倒倒検検知知でで録録画画 カメラが転倒を検知すると、
録画が開始します。

転転倒倒検検知知ででラライイブブスストトリリーームム カメラが転倒を検知すると、
ライブストリームが開始しま
す。[[AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn LLiivvee]]
で [[RReeccoorrdd oonn ffaallll ddeetteeccttiioonn
((転転倒倒検検知知でで録録画画))]] と
[[SSttrreeaammiinngg ((スストトリリーーミミンン

Axis装着式ソリューション
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ググ))]] がオンになっている必要
があります。

BBrrooaaddccaasstt wwiirreelleessss ssiiggnnaall ((ワワ
イイヤヤレレスス信信号号ををブブロローードドキキャャ
スストトすするる))

このカメラが録画を開始する
と、近くにある他のカメラも
録画を開始します。他のカメ
ラで [RReecceeiivvee wwiirreelleessss
bbrrooaaddccaasstt ((ワワイイヤヤレレススブブロローー
ドドキキャャスストトのの受受信信))] をオンに
している必要があります。

信信号号強強度度
カメラからのワイヤレスブ
ロードキャスト信号の到達範
囲を調整します。記載されて
いる距離は、障害物のない屋
外のオープンスペースに適用
されます。

• 高高 – 最大100メートル
(328フィート)。

• 中中 – 最大75メートル
(246フィート)。

• 低低 – 最大35メートル
(115フィート)。

ワワイイヤヤレレススブブロローードドキキャャスストト
受受信信でで録録画画

近くのカメラから録画信号が
ブロードキャストされると、
このカメラが録画を開始しま
す。

ププラライイババシシーーゾゾーーンン放放送送応応答答 カメラがプライバシーゾーン
の放送に対して行う対応。

• あありりまませせんん
• アアララーートト – カメラが3

回ビープ音と振動を発
するか、音声クリップ
を再生します。

フフィィーードドババッックク フフロロンントト録録画画イインンジジケケーータターー カメラが録画中のインジケー
ターの状態:

• あありりまませせんん
• 点点灯灯
• 点点滅滅

AXIS TW1201 Mini Cube
Sensorを接続した場合、イン
ジケーターの動作はミニ
キューブセンサーの前面の録
画インジケーターに適用され
ます。

アアララーートト カメラからのフィードバック:

• 振振動動
• ササウウンンドド
• 音音とと振振動動

Axis装着式ソリューション
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• 声声
• VVooiiccee aanndd vviibbrraattiioonn

((声声とと振振動動))

LLooww bbaatttteerryy wwaarrnniinngg ((ババッッテテ
リリーー残残量量低低下下のの警警告告))

バッテリー残量が0.5時間未満
になると、カメラはフィード
バックを返します。

• 11回回ののみみ – カメラは1回
のみビープ音を鳴ら
し、振動します。

• 定定期期的的 – カメラは2分
ごとに1回ビープ音を鳴
らし、振動します。

• 定定期期的的 ((強強化化版版)) – カメ
ラは1分ごとに3回ビー
プ音を鳴らし、振動し
ます。

録録画画オオンン時時のの定定期期的的ななリリママイイ
ンンダダーー

録画中、カメラは一定の間隔
でアラートを出します。これ
は、リマインダーとしてだけ
でなく、カメラが録画中であ
ることの確認としても機能し
ます。これは主に、インシデ
ントベースの録画に適してい
ます。定期的なリマインダー
の間隔を選択します。

PPeerriiooddiicc rreemmiinnddeerr wwhheenn
rreeccoorrddiinngg iiss ooffff ((録録画画オオフフ時時
のの定定期期的的ななリリママイインンダダーー))

録画がオフになっていると、
カメラは定期的にアラートを
出します。これは特に、連続
録画する場合に適していま
す。休憩後などに再び録画を
開始するようユーザーに促す
ことができるためです。定期
的なリマインダーの間隔を選
択します。[EEssccaallaattiinngg ((エエスス
カカレレーートト))] をオンにすると、
アラームの頻度が徐々に増加
します。

カカメメララ機機能能へへののアアククセセスス ササイイレレンントトモモーードドをを有有効効ににすす

るる

これにより、カメラユーザー
はディスプレイ、前面の録画
インジケーター、アラートを
オフにすることができます。

ママイイククののミミュューートトをを許許可可すするる これにより、カメラのユー
ザーは音声録画をオフにする
ことができます。

AAXXIISS TTWW11220011 MMiinnii CCuubbee

SSeennssoorr

DDiissaabbllee mmaaiinn ccaammeerraa
rreeccoorrddiinngg bbuuttttoonn ((メメイインンカカ
メメララのの録録画画ボボタタンンをを無無効効ににすす
るる))

ミニキューブセンサーが接続
されている場合、メインの装
着式カメラの録画ボタン (録画
の開始と停止に使用) を無効に
します。ミニキューブセン
サーの録画ボタンのみを使用
する場合は、このオプション
を選択します。

Axis装着式ソリューション
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画画像像をを118800度度回回転転 映像を回転できることで、ミ
ニキューブセンサーの取り付
けの柔軟性が向上します。

AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn AAssssiissttaanntt

録録画画へへののアアククセセススをを許許可可すするる AXIS Body Worn Assistantで、カメラユーザー
が自分の録画を見ることができるようにしま
す。

ワワイイヤヤレレススネネッットトワワーーククのの変変更更をを許許可可すするる AXIS Body Worn Assistantで、カメラユーザー
がワイヤレスネットワークを変更できるように
します。ユーザーがAXIS Body Worn Assistant
でネットワークを変更すると、AXIS Body
Worn Managerでも変更されます。

ユユーーザザーーににカカテテゴゴリリーーのの設設定定をを許許可可 AXIS Body Worn Assistantで、カメラユーザー
が自分の録画を分類できるようにします。

ワワイイヤヤレレスス接接続続

WWii--FFiiネネッットトワワーークク AXIS Body Worn Liveへのビデオと音声のスト
リーミングに使用するWi-Fiネットワークを割
り当てます。

AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn LLiivvee

装着式システムをAXIS Body Worn Liveに接続した場合のみ表示されます。

スストトリリーーミミンンググ カメラユーザーがAXIS Body Worn Liveにストリーミングするこ
とを許可します。詳細については、AXIS Body Worn Live Axis-
hostedユーザーマニュアルのライブストリーミングを有効にす
るを参照してください。

ラライイブブスストトリリーームムのの録録画画 カメラのユーザーが録画ボタ
ンを押して録画を開始する
と、同時にライブストリーム
が開始されます。

リリモモーートトスストトリリーームム有有効効化化 オペレーターがAXIS Body Worn Liveからリモートでライブスト
リーミングを開始できるようになります。カメラをワイヤレス
ネットワークに接続する必要があり、これによりバッテリー駆
動時間が短くなります。

モモーードド • WWhhiillee rreeccoorrddiinngg ((録録画画
中中)) – カメラの録画中に
リモートからストリー
ミングを開始できま
す。

• AAllwwaayyss ((常常時時)) – カメラ
がドッキングされてい
ないとき、リモートか
らストリーミングを開
始できます。

Axis装着式ソリューション
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システムの設定

AXIS BodyWorn Managerを開きます

1. ブラウザーを開き、システムコントローラーのIPアドレスまたはホスト名を入力します。
IPアドレスが不明な場合は、を参照してください 。

2. ユーザー名と管理者パスワードを入力します。
ブラウザーでAXIS Body Worn Managerが開きます。

注
デフォルトの管理者アカウントのユーザー名はrootです。

システムの拡張

システムコントローラーを追加することにより、システムを拡張することができます。システム
コントローラーを追加すると、最大1000台のカメラをシステムに追加できるようになります。拡
張システムコントローラーは、既存のシステムのインスタンスになります。すべての設定は、シ
ステムから拡張システムコントローラーに継承されます。拡張システムコントローラーに追加さ
れたユーザーとカメラは、AXIS Body Worn Managerを通して管理されます。

1. 新しいシステムコントローラーを既存のボディの磨耗したシステムと同じネットワークに
接続します。

2. 新しいシステムコントローラーにアクセスします。を参照してください。
3. [EExxtteenndd aann eexxiissttiinngg ssyysstteemm ((既既存存ののシシスステテムムをを拡拡張張すするる))] を選択します。

4. 管理者パスワードを作成し、[OOkkaayy ((OOKK))] をクリックします。
5. 最初に装着式システムコントローラーのIPアドレスを入力し、[CCoonnnneecctt ((接接続続))] をクリック

します。

注
拡張システムコントローラーの装置ソフトウェアバージョンが既存のシステムよりも新しい場
合は、既存のシステムをアップグレードするか、拡張システムコントローラーをダウングレー
ドするように求められます。
6. 新しいシステムコントローラーを装着式システムに追加します。を参照してください。

注
• 分散システムでは安定したネットワーク接続が必要です。接続が悪いと、たとえば、ユー

ザーがカメラを自己割り当てできないことがあります。
• 装着式システムは、1つのタイムゾーンをサポートします。録画の日付と時刻は、拡張シス

テムコントローラーとカメラがある場所のタイムゾーンに関係なく同じです。

シシスステテムムココンントトロローーララーーをを追追加加すするる

1. 新しいシステムコントローラーをインストールします。を参照してください。

2. [[SSyysstteemm ccoonnttrroolllleerrss ((シシスステテムムココンントトロローーララーー))]] に移動します。
3. [システムコントローラー] リストで、[NNeeww ((新新規規))] をクリックします。
4. [AAdddd ssyysstteemm ccoonnttrroolllleerrss ((シシスステテムムココンントトロローーララーーのの追追加加))] リストで、追加するシステム

コントローラーを選択し、[AAdddd ((追追加加))] をクリックします。
新しいシステムコントローラーにアクセスするには:

1. [[SSyysstteemm ccoonnttrroolllleerrss ((シシスステテムムココンントトロローーララーー))]] に移動します。
2. アクセスする拡張システムコントローラーを開きます。

3. コンテキストメニュー を開きます。

Axis装着式ソリューション
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4. [[OOppeenn]] ((開開くく)) をクリックします。

システムバックアップを設定する

システムバックアップにより、すべての設定が拡張システムコントローラーに保存されます。ま
れな状況として、システムを最初に作成したシステムコントローラーが故障した場合でも、装着
式システムをリストアすることができます。バックアップには、すべてのユーザー、カメラプロ
ファイル、カメラの割り当て、およびシステム設定が含まれます。バックアップは24時間ごとに
自動的に更新されます。システムバックアップは、複数のシステムコントローラーを備えたシス
テムで利用できます。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

Axisの装着式システムのバックアップとリストア

システムバックアップを設定するには：

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > [[SSyysstteemm bbaacckkuupp ((シシスステテムムババッッククアアッッププ))]]
の順に移動します。

2. [CCoonnffiigguurree ((設設定定))] をクリックします。

3. [SSyysstteemm ccoonnttrroolllleerr bbaacckkuupp ((シシスステテムムココンントトロローーララーーののババッッククアアッッププ))] を選択します。

4. バックアップを保存する拡張システムコントローラーを選択します。
5. [保保存存] をクリックします。

スケジュールされたバックアップを待たなくても、いつでもシステムを手動でバックアップでき
ます。これにより、すべてのデータと設定を必要に応じて保存できます。手動でバックアップを

開始するには、[[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > [[SSyysstteemm bbaacckkuupp ((シシスステテムムババッックク
アアッッププ))]] の順に移動して、[[BBaacckkuupp nnooww ((今今すすぐぐババッッククアアッッププ))]] をクリックします。

注
• バックアップには録画された証拠は含まれません。
• バックアップシステムコントローラーに物理的にラベルを付けることをお勧めします。こ

れは、まれな状況としてシステムが最初に作成されたシステムコントローラーが故障した
場合に、それを識別する方法になります。

• バックアップを行うには、複数のシステムコントローラーを備えた装着式システムが必要
です。

システムを復元する場合は、を参照してください。

システムバックアップの同期に失敗した場合、システム通知を受け取ることができます。を参照
してください。

ライブビデオをAXIS BodyWorn Liveにストリーミングする

AXIS Body Worn Liveを使用すると、装着式カメラのユーザーはWi-Fi®またはモバイルネットワーク
を介してライブ映像と音声をストリーミングできます。次の2つのホスティングオプションがあり
ます。

AAxxiiss--hhoosstteedd – Axisクラウド上で運用される。ユーザーマニュアル

Axis装着式ソリューション
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SSeellff--hhoosstteedd – ユーザーの環境で運用される。ユーザーマニュアル

録画を自動的に開始する

プリバッファと組み合わせて、自動録画を有効にすることで、カメラユーザーが手動で記録を開
始しなくても、インシデント全体がキャプチャーされます。以下を使用して、録画を自動的に開
始するようにカメラを設定できます。

•
•
•

転転倒倒検検知知

カメラを装着している人が転倒すると、転倒検知をトリガーとしてカメラの録画とライブスト
リームを自動的に開始することができます。この機能は、プリバッファと組み合わせることで、
手動で起動することなく、インシデント全体を確実にキャプチャーします。

転倒検出をオンにする：

1. [[CCaammeerraa pprrooffiilleess ((カカメメララププロロフファァイイルル))]] に移動します。
2. 編集するカメラのプロファイルを開きます。
3. [[AAccttiivvaattiioonn ((起起動動))]] で [[RReeccoorrdd oonn ffaallll ddeetteeccttiioonn ((転転倒倒検検知知でで録録画画))]] をオンにします。
4. 録画とライブストリーミングをオンにするには、[[LLiivvee ssttrreeaamm oonn ffaallll ddeetteeccttiioonn ((転転倒倒検検知知

ででラライイブブスストトリリーームム))]] をオンにします。

アアンンホホルルススタターー検検知知

ホルスターセンサーは、アンホルスターを検出して、自動的にビデオ録画をトリガーします。こ
の機能は、プリバッファと組み合わせることで、手動で起動することなく、インシデント全体を
確実にキャプチャーします。この機能を使用するには、カメラユーザーをYardarmホルスターセン
サーとペアリングする必要があります。同じカメラユーザーに2個目のホルスターセンサーをペア
リングするには、この手順を繰り返します。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

装着式カメラ用ホルスターセンサーの設定

アンホルスター検知を有効にするには、次の手順に従います。

1. ホルスターセンサーが電源から切断されていることを確認します。

2. [[UUsseerrss ((ユユーーザザーー))]] に移動し、ホルスター センサーをペアリングするユーザーを選択し
ます。

3. をクリックして、新しい機器をペアリングします。
4. [PPaaiirr ((ペペアアリリンンググ))] (ホルスターセンサー) をクリックします。
5. カメラをドッキングします (カメラの割り当て方法に応じて、以下のいずれかの操作を行い

ます)。

Axis装着式ソリューション
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– 固固定定カカメメララのの割割りり当当てて:: ホルスターセンサーとペアリングする装着式カメラユー
ザーに割り当てられたカメラをドッキングします。

– 自自己己割割りり当当ててにによよるるカカメメララのの割割りり当当てて:: カメラがドッキングされているのを確認し
ます。

6. ホルスターセンサーに記載されている6文字のシリアル番号を入力します。
7. カメラのドッキングを解除します (カメラの割り当て方法に応じて、以下のいずれかの操作

を行います)。
– 固固定定カカメメララのの割割りり当当てて:: カメラのドッキングを解除し、カメラが起動するのを待ち

ます。ステータスLEDが緑色に点灯します。
– 自自己己割割りり当当ててにによよるるカカメメララのの割割りり当当てて:: カメラを自己割り当てし、カメラのドッキ

ングを解除してカメラの起動を待ちます。ステータスLEDが緑色に点灯します。
8. ホルスターセンサーに電源を接続します。
9. AXIS W102とAXIS W120では、ホルスターセンサーのアイコンが白色に点灯してペアリング

が開始されたことを示します。他のカメラモデルでは、Wi-Fi®接続LEDが黄色に点滅しま
す。アイコンまたはLEDが緑色に点灯するまで待ちます。点灯はペアリングが成功したこと
を示します (最大20秒かかることがあります)。ペアリングに失敗すると、アイコンまたは
LEDが赤色に点灯します。

10. ホルスターセンサーから電源を外します。
11. ホルスターセンサーを取り付け、ホルスターを外して、ペアリングが成功したことを確認

します。カメラの録画LEDが赤色に点灯します。
12. カメラをドッキングします。

ペアリングが完了したら、ペペアアリリンンググさされれたた機機器器で、ホルスターセンサーのペアリング状況を確
認してください。緑色の状態は、ペアリングが装着式システムに登録されていることを示してい
ます。

カメラを日常的にホルスターセンサーに接続するには、カメラのドッキングを解除し、ドッキン
グ解除後10分以内はカメラがホルスターセンサーの範囲内にあることを確認します。通常の状況
では、この範囲は5～10 m (16～33フィート)です。

ワワイイヤヤレレススブブロローードドキキャャスストト

ワイヤレスブロードキャストにより、カメラは、同じ装着式システムに属する近くにある他のカ
メラで、録画をアクティブにすることができます。

1台のカメラが録画を開始すると、近くにある他のカメラにワイヤレス信号をブロードキャストし
ます。ブロードキャストは5秒間続きます。ブロードキャストを受信したカメラも自動的に録画を
開始します。

注
ワイヤレス信号を検知できるかどうかは、周囲の環境に大きく依存します。

1. [[CCaammeerraa pprrooffiilleess ((カカメメララププロロフファァイイルル))]] に移動します。
2. 編集するカメラのプロファイルを開きます。
3. そのカメラから他のカメラに信号をブロードキャストするように設定するには、

[BBrrooaaddccaasstt wwiirreelleessss ssiiggnnaall ((ワワイイヤヤレレスス信信号号ののブブロローードドキキャャスストト))] をオンにします。
4. 信号の到達範囲を設定するには、[SSiiggnnaall ssttrreennggtthh ((信信号号強強度度))] を調整します。

5. 他のカメラからブロードキャストされた信号を受信したときにカメラが録画を開始するよ
うに設定するには、[RReecceeiivvee wwiirreelleessss bbrrooaaddccaasstt ((ワワイイヤヤレレススブブロローードドキキャャスストトのの受受信信))]
をオンにします。

Axis装着式ソリューション
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プライバシーゾーンを設定する

カメラのユーザーに、録画を中止すべき機密区域に入ったことを知らせるため、プライバシー
ゾーンを設定することができます。ユーザーが機密区域に入力すると、カメラが振動し、3回ビー
プ音を鳴らすか、または音声クリップを再生します。ユーザーがプライバシーゾーンに2分間留ま
り、録画を停止しなかった場合、新規の通知が届きます。

要要件件

AXIS W401Body Worn Activation Kitが、機密区域に設置されていること。

この例では、AXIS W401Body Worn Activation Kitが3秒ごとにワイヤレス信号を送信するように設
定します。

1. AXIS Body Worn Managerで、[[CCaammeerraa pprrooffiilleess ((カカメメララププロロフフィィーールル))]] に移動しま
す。

2. 編集したいカメラプロファイルを開き、[[AAccttiivvaattiioonn ((作作動動))]] へ移動します。
3. [[PPrriivvaaccyy zzoonnee bbrrooaaddccaasstt rreessppoonnssee ((ププラライイババシシーーゾゾーーンン放放送送応応答答))]] で、[[AAlleerrtt ((アアララーー

トト))]] を選択します。

4. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[CCaammeerraa ((カカメメララ))]] >> [[WWiirreelleessss bbrrooaaddccaasstt ((ワワイイヤヤレレススブブロローードド
キキャャスストト))]]の順に移動します。

5. [[SShhooww kkeeyy ((キキーーをを表表示示))]]をクリックします。

6. スーパーアドミンパスフレーズを入力して、[[CCoonnffiirrmm ((確確認認))]] をクリックします。
7. 表示されたキーをコピーします。
8. AXIS W401のWebインターフェースで、[[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]] >>

[[SScchheedduulleess ((ススケケジジュューールル))]] の順に移動して、スケジュールを追加します。
9. スケジュールの名称を入力します (例: Every 3 seconds)。
10. [TTyyppee ((タタイイププ))] で、[PPuullssee ((パパルルスス))] を選択します。

11. [[RReeccuurrrreennccee ((繰繰りり返返しし))]] で3とタイプします。
12. [保保存存] をクリックします。
13. [RRuulleess ((ルルーールル))] をクリックし、ルールを追加します。
14. ルールの名称を入力します (例: Privacy zone)。
15. 条件のリストで、 [[SScchheedduulleedd aanndd rreeccuurrrriinngg ((ススケケジジュューールルおおよよびび繰繰りり返返しし))]] の項目で

[[PPuullssee ((パパルルスス))]] を選択します。
16. [[PPuullssee ((パパルルスス))]] で、自身で作成したスケジュールを選択します。
17. アクションのリストで、[BBrrooaaddccaasstt ssiiggnnaall ((ブブロローードドキキャャスストト信信号号))] を選択します。

18. プロトコルのリストから、[[WWiirreelleessss bbrrooaaddccaasstt kkeeyy ((ワワイイヤヤレレススブブロローードドキキャャスストトキキーー))]]
を選択します。

19. 装着式システムから取得したキーを、[[WWiirreelleessss bbrrooaaddccaasstt kkeeyy ((ワワイイヤヤレレススブブロローードドキキャャ
スストトキキーー))]] に貼り付けます。

20. [[MMeessssaaggee ttyyppee ((メメッッセセーージジタタイイププ))]] に、3と入力します。
21. [保保存存] をクリックします。
22. 以下の手順で、ワイヤレスブロードキャストの到達範囲を調整します。

– AXIS W401のWebインターフェースで、[[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[PPllaaiinn ccoonnffiigg ((ププレレ
イインン設設定定))]] の順に移動します。

– グループのリストから [[WWiirreelleessss ((ワワイイヤヤレレスス))]] を選択します。
– [[RRaannggee ((範範囲囲))]] で0から30までの数値を設定します。

Axis装着式ソリューション
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プライバシーゾーンが狭い場合や壁が薄い場合には、小さい数値を設定します。
– [保保存存] をクリックします。

録画またはストリームにロケーションを含める。

注
この機能をサポートするのは、一部のカメラモデルのみです。

LLooccaattiioonn ((ロロケケーーシショョンン)) 機能を使用すると、カメラの地理的位置が座標で表示されます。

録画時にカメラの位置をメタデータとして保存するだけでなく、オーバーレイで表示することも
できます。このオーバーレイには、カメラの動きに合わせて更新された位置が表示されます。コ
ンテンツ送信先が連続更新に対応している場合、撮影シーン内の動きを軌跡として表示すること
ができます。対応していない場合は、録画の開始時と終了時のカメラの位置が保存されます。

AXIS BodyWorn Liveにライブ映像をストリーミングすると、ストリームに位置が含まれ、カメラ
の動きに合わせて更新されます。AXIS BodyWorn Live (Axis-hostedオプション) の map view (マッ
プ表示) で位置を確認できます。

録画とストリームに地理的位置を含めるには:

1. [[CCaammeerraa pprrooffiilleess ((カカメメララププロロフファァイイルル))]] に移動します。
2. カメラプロファイルを選択します。
3. 録画に地理的位置情報を含めるカメラモデルを展開します。
4. [LLooccaattiioonn ((位位置置情情報報))] をオンにします。

注
• 屋外で使用する場合、位置情報では、衛星 (GNSS) を使用してカメラの位置を取得します。

クラウド拡張機能をオンにすると、Assisted GNSS (ephemeris) により測位性能が向上し、
最初の衛星位置を取得するまでの時間が短縮されます。

• コンテンツの送信先によっては、位置情報データの表示や使用方法が異なる場合がありま
す。たとえば、録画の検索に使用したり、録画用のマップやブックマークに表示ができま
す。

• 位置情報は屋外専用です。屋内で使用する場合はオフにすることをお勧めします。
• 位置情報を使用すると、バッテリー駆動時間が短くなります。

録画の継続的に更新される位置をオーバーレイとして含めるには、カメラプロファイルの[OOvveerrllaayy
((オオーーババーーレレイイ))] に移動し、[PPoossiittiioonn ((位位置置))] をオンにします。

録画へのアクセスを制限する

[AAllllooww aacccceessss ttoo rreeccoorrddiinnggss ((録録画画へへののアアククセセススをを許許可可すするる))] 設定では、カメラユーザーが
AXIS Body Worn Assistant内の録画を表示できるかどうかを指定できます。カメラプロファイルで
オン/オフを切り取ることができます。録画へのアクセスをオフにするには:

1. [[CCaammeerraa pprrooffiilleess ((カカメメララププロロフファァイイルル))]] に移動します。
2. 編集するプロファイルを開きます。
3. [[AAllllooww aacccceessss ttoo rreeccoorrddiinnggss ((録録画画へへののアアククセセススをを許許可可すするる))]] をオフにします。

スタンバイモードでバッテリーを節約する

重要
プリバッファをスタンバイモードと組み合わせて使用することはできません。

録画していないとき、バッテリーを節約する目的でカメラをスタンバイモードに移行させること
ができます。設定手順は、次の通りです。

Axis装着式ソリューション
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1. [[CCaammeerraa pprrooffiilleess ((カカメメララププロロフファァイイルル))]] に移動します。
2. 編集するプロファイルを開きます。
3. [SSttaannddbbyy mmooddee ((ススタタンンババイイモモーードド))] をオンにします。

スタンバイモードを使用している時、録画ボタンを押してから録画が開始されるまでに約1秒かか
ります。

Axisロゴオーバーレイの表示／非表示

デフォルトでは、Axisのロゴが録画にオーバーレイとして含まれます。オーバーレイを非表示また

は表示するには、SSeettttiinnggss ((設設定定)) >> [[CCaammeerraa ((カカメメララ))]] >> [[LLooggoo iinn vviiddeeoo oovveerrllaayy ((ビビデデオオ
オオーーババーーレレイイののロロゴゴ))]] に移動し、[SShhooww AAxxiiss llooggoo iinn vviiddeeoo oovveerrllaayy ((ビビデデオオオオーーババーーレレイイににAAxxiiss
ロロゴゴをを表表示示))] をオフまたはオンにします。

カメラへのタグ割り当て

カスタムタグを作成してカメラに割り当てることができます。タグを使用して、カメラの使用状
況レポートでカメラをフィルターします。

カスタムタグを作成するには：

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[CCaammeerraa ((カカメメララ))]] >> [[TTaaggss ((タタググ))]] に移動します。
2. [CCrreeaattee ((作作成成))] をクリックします。
3. タグの名前と説明を入力します。
4. [CCrreeaattee ((作作成成))] をクリックします。

カメラにタグを割り当てるには：

1. [[CCaammeerraass ((カカメメララ))]] に移動し、 タグを割り当てるカメラをクリックします。
2. リストから1つ以上のタグを選択します。

クラウド拡張機能

装着式システムには、すぐに使用可能な標準機能がセットされています。クラウド拡張機能は、
クラウドベースの追加機能のセットです。

使用可能なクラウド拡張機能は次のとおりです。

アアシシスストトGGNNSSSS ((エエフフェェメメリリスス)) -- 場所データのパフォーマンスが向上し、最初の修正を取得するの
にかかる時間を短縮できます。

EEメメーールル通通知知 -- この通知により、システムの健全性を監視する時間を短縮することができます。詳
細については、を参照してください。

補補助助装装置置ソソフフトトウウェェアアののアアッッププググレレーードド -- 最新の装置ソフトウェアバージョンを、コンピュー
ターに手動でダウンロードせずに、インストールできます。また、インストール前に、直接
AXIS Body Worn Managerにアップグレードで追加される新機能が表示されます。新しいバージョ
ンが利用可能になったときに電子メール通知を受信するように選択できます。

注
• クラウド拡張機能を一度オンにすると、装着式システムをリセットしない限りオフにする

ことはできません。
• クラウド拡張機能をオンにするには、システムが以下の表にあるホスト名にアクセスでき

る必要があります。
クラウド拡張機能をオンにするには:

Axis装着式ソリューション
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1. [AAdddd--oonn sseerrvviicceess ((アアドドオオンンササーービビスス)) ] > [CClloouudd ((ククララウウドド))] に移動します。
2. [TTuurrnn oonn ((オオンンににすするる))] をクリックします。
3. [CCoonnttiinnuuee ((続続行行))] をクリックして確定します。

以下は、クラウド拡張機能を設定して使用する際に、装着式システムがアクセスできる必要のあ
るホスト名です。

ドドメメイインン 情情報報

*.bodyworn.axis.com 装着式システム固有のAPI。

*.bodyworn.axis.cloud 装着式システム固有のAPI。

*.axis.com 共通のAxis API。

axisbws-prod.azure-devices.net 装置とクラウド間のアプリケーション通信。

AXIS Body Worn Live Axis-hostedに必要なホスト名のリストについては、AXIS Body Worn Liveユー
ザーマニュアルを参照してください。

Axis装着式ソリューション
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システムの保護

署名付きビデオ

署署名名付付ききビビデデオオでは、各ビデオ フレームに暗号化チェックサムが追加され、Axis装置IDで署名さ
れます。これにより、ビデオを元のカメラまで遡って追跡できるため、ビデオファイルのCoC (管
理の連鎖) を証明しなくても、カメラから転送された後の映像が改ざんされていないことを確認す
ることができます。AXIS File Playerを使用してビデオファイルを確認できます (を参照)。

カメラが署名付きビデオに対応しているかどうかを確認するには、axis.comに移動してください。

署名付きビデオをオンにするには:

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定)) ] > [[CCaammeerraa ((カカメメララ))]] >> [[SSiiggnneedd vviiddeeoo ((署署名名付付ききビビデデオオ))]] に移動しま
す。

2. [SSiiggnneedd vviiddeeoo ((署署名名付付ききビビデデオオ))] をオンにします。

注
この機能は、コンテンツ送信先でサポートされている場合に利用できます。

録録画画のの信信頼頼性性をを確確認認すするる

注
録画の信頼性を確認するには、ビデオの録画時に署名付きビデオがオンになっている必要があ
ります。を参照してください。
1. 確認する録画をエクスポートします。
2. AXIS File Player (クリックしてダウンロード) を使用して録画を再生します。

は、録画が不正に改変されていないかどうかを示します。

注
メタデータを表示するには、ビデオを右クリックして [SShhooww ddiiggiittaall ssiiggnnaattuurree ((デデジジタタルル署署名名
をを表表示示))] を選択します。

証明書

証明書を使用して、ネットワークにあるデバイスを認証することができます。また、HTTPSを使用
して、暗号化されたWebブラウジングを有効化することが可能です。HTTPSを使用して、装着式シ
ステムに安全に接続することをお勧めします。を参照してください。

装着式システムに安全に接続するには、以下のようにします。

1.
2. CA (認証局) を使用して、CSR (証明書署名要求) に署名します。
3.

証証明明書書のの署署名名要要求求をを作作成成すするる

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[SSeeccuurriittyy((セセキキュュリリテティィ))]] >> [[CCeerrttiiffiiccaatteess ((証証明明書書))]] の順に移動し
ます。

2. [追追加加] をクリックします。
3. [CCrreeaattee sseellff--ssiiggnneedd cceerrttiiffiiccaattee ((自自己己署署名名証証明明書書のの作作成成))] を選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をク

リックします。
4. [CCrreeaattee sseellff--ssiiggnneedd cceerrttiiffiiccaattee ((自自己己署署名名証証明明書書をを作作成成すするる))] で、値を入力し、[CCrreeaattee

((作作成成))] をクリックします。
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5. 新しい証明書の横にあるコンテキストメニュー を開きます。
6. [CCrreeaattee ssiiggnniinngg rreeqquueesstt ((署署名名要要求求のの作作成成))] をクリックします。
7. [CCrreeaattee cceerrttiiffiiccaattee ssiiggnniinngg rreeqquueesstt ((証証明明書書署署名名要要求求のの作作成成))] で、[CCrreeaattee ((作作成成))] をク

リックします。
8. [SSiiggnniinngg rreeqquueesstt ((署署名名要要求求))] ダイアログで、テキスト全体をコピーし、ファイル名が.

csrのファイルに貼り付けます。

注
また、既存の [DDeeffaauulltt ((sseellff--ssiiggnneedd)) ((デデフフォォルルトト ((自自己己署署名名))))] 証明書に対する署名要求を作成
することもでき ます。

証証明明書書ののイインンスストトーールル

注
インストールされた証明書は、アップロードされた .crtファイルから接尾辞を除いた名前を取得
します。この名前は一意である必要があります。

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[SSeeccuurriittyy((セセキキュュリリテティィ))]] >> [[CCeerrttiiffiiccaatteess ((証証明明書書))]] の順に移動し
ます。

2. [追追加加] をクリックします。
3. [UUppllooaadd aa CCAA cceerrttiiffiiccaattee ((CCAA証証明明書書ををアアッッププロローードド))] を選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリック

します。
4. [SSeelleecctt ffiillee ((フファァイイルルのの選選択択))] をクリックし、<filename>.crtというファイル名の署名

された証明書を参照します。
5. [イインンスストトーールル] をクリックします。

6. 証明書の横にあるコンテキストメニュー を開きます。
7. [AAccttiivvaattee ((有有効効化化))] をクリックします。

880022..11xxのの設設定定

1. 装着式システムを、802.1xを使用せずにネットワークに接続します。

2. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[SSeeccuurriittyy ((セセキキュュリリテティィ))]] >> [[IIEEEEEE 880022..11xx]] の順に移動します。
3. [SShhooww cceerrttiiffiiccaattee sseettttiinnggss ((証証明明書書のの設設定定のの表表示示))] をクリックします。

4. をクリックして新規証明書を作成するか、既存の証明書をインストールします。
5. [880022..11xx] で、インストールした証明書を選択します。
6. EEAAPP iiddeennttiittyy ((EEAAPP IIDD))を入力します。
7. [UUssee IIEEEEEE 880022..11xx ((IIEEEEEE 880022..11xxをを使使用用))] を選択します。
8. [保保存存] をクリックします。
9. ページに [CCoonnnneeccttiinngg…… ((接接続続中中......))] と表示されます。
10. 802.1xを有効にしたネットワークに装着式システムを接続します。

HHTTTTPPSSののみみをを許許可可

装着式システムに安全に接続するには、HTTPSのみを使用することをお勧めします。

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[SSeeccuurriittyy ((セセキキュュリリテティィ))]] >> [[HHTTTTPP aanndd HHTTTTPPSS ((HHTTTTPP とと HHTTTTPPSS))]]
の順に移動します。

Axis装着式ソリューション
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2. [AAllllooww aacccceessss tthhrroouugghh ((次次にによよるるアアククセセススをを許許可可))] ドロップダウンメニューで、[HHTTTTPPSS
oonnllyy ((HHTTTTPPSSののみみ))] を選択します。

3. [SSeett ((設設定定))] をクリックします。

Axis装着式ソリューション
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ユーザーを管理する

ユーザを削除

1. [[UUsseerrss ((ユユーーザザーー))]] に移動します。
2. 削除するユーザーをクリックします。

3. コンテキストメニュー を開きます。
4. [[削削除除]] をクリックします。

重要
コンテンツ送信先からカメラユーザーを削除しないでください。ユーザーの削除には、必ず
AXIS Body Worn Managerを使用します。

ユーザーのエクスポート

すべてのカメラユーザーのデータをCSVファイルにエクスポートできます。これは、システムのリ
セットが必要な変更をシステムに加える必要があるが、すべてのユーザーデータを保持したい場
合に便利です。システムをリセットし、すべての変更を行った後、ユーザーのデータを再びシス
テムにインポートするだけで済みます。を参照してください。

カメラユーザーをエクスポートする方法:

• [[UUsseerrss ((ユユーーザザーー))]] に移動します。

• コンテキストメニュー を開きます。
• [EExxppoorrtt uusseerrss ((ユユーーザザーーののエエククススポポーートト))] をクリックします。

特定のユーザーの録画を優先的にオフロードする

特定のカメラユーザーに重要な録画があり、できるだけ早くコンテンツ送信先に転送する必要が
あることがわかっている場合、そのユーザーからのオフロードを優先させることができます。こ
の優先順位は、24時間後に自動的に削除されます。

1. [[UUsseerrss ((ユユーーザザーー))]] に移動します。
2. 優先するユーザーをクリックします。

3. コンテキストメニュー を開きます。
4. [PPrriioorriittiizzee ((優優先先すするる))] をクリックします。

Axis装着式ソリューション
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システムの監視

ダッシュボード

[[DDaasshhbbooaarrdd ((ダダッッシシュュボボーードド))]] には、装置とシステムの健全性の概要が表示されます。ま
た、注意が必要な問題も強調表示します。何か問題がある場合は、このページから簡単にアクセ
スして問題を解決することができます。

装置は同時に複数の問題が発生する可能性があります。詳細を確認するには、アイコンの上に
カーソルを移動します。

カカメメララアアララーートト

アアララーートト そそのの意意味味 対対処処法法

まもなく証明書の有効期限で
す

カメラがドッキングされてい
ない場合、カメラの証明書は1
週間以内に失効します。証明
書の有効期限が切れたカメラ
は、次回ドッキングしたとき
にセーフモードになります。

カメラをドッキングします。

ドッキング済みですがバッテ
リーが空です

前回のセッションでバッテ
リー残量がなくなったため、
カメラがシャットダウンしま
した。

カメラをクリックし、[BBaatttteerryy
hheeaalltthh ((ババッッテテリリーーのの状状態態))]
タブに移動します。バッテ
リーの状態を把握するため
に、過去30日間にカメラが
シャットダウンした回数と、
前回のセッションで使用され
た時間を確認します。

このアラートをオフにするに

は、[[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >>
[[CCaammeerraa ((カカメメララ))]] >> [[DDiissppllaayy
bbaatttteerryy wwaarrnniinngg ((ババッッテテリリーー
警警告告をを表表示示))]] の順に移動しま
す。

ドッキングの問題 カメラがドッキングベイに正
しく接続されていません。

以下のように対処してくださ
い。

1. カメラをドッキング解
除した後、適切にドッ
キングします。アラー
トがまだ表示される場
合は、次の手順に進ん
でください。

2. カメラのコネクターと
ドッキングベイのポゴ
ピンを清掃します。カ
メラのユーザーマニュ
アル (help.axis.com) の
「ククリリーーニニンンググ」を参
照してください。カメ
ラをドッキングしても
警告が消えない場合
は、以下の手順に進み
ます。
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3. 他のカメラでこのア
ラートが表示されない
別のドッキングベイ
に、カメラをドッキン
グしてください。ア
ラートが消えた場合
は、元のドッキングベ
イが故障しているた
め、ドッキングステー
ションを交換する必要
があります。アラート
がまだ表示される場合
は、カメラが故障して
いるため、カメラを交
換する必要がありま
す。

セーフモード中 カメラの証明書が有効でない
ため、セキュリティ上の理由
でカメラがセーフモードにな
りました。

カメラとシステム間の接続を
再確立するには、カメラをク
リックし、画面上の手順に従
います。を参照してくださ
い。

動作不良 カメラが故障しています。 カメラを交換してください。

充電できない カメラをドッキングしても充
電されません。

以下のように対処してくださ
い。

1. カメラをドッキング解
除した後、適切にドッ
キングします。アラー
トがまだ表示される場
合は、次の手順に進ん
でください。

2. カメラのコネクターと
ドッキングベイのポゴ
ピンを清掃します。カ
メラのユーザーマニュ
アル (help.axis.com) の
「ククリリーーニニンンググ」を参
照してください。カメ
ラをドッキングしても
警告が消えない場合
は、以下の手順に進み
ます。

3. 他のカメラでこのア
ラートが表示されない
別のドッキングベイ
に、カメラをドッキン
グしてください。ア
ラートが消えた場合
は、元のドッキングベ
イが故障しているた
め、ドッキングステー
ションを交換する必要
があります。アラート
がまだ表示される場合
は、カメラが故障して
いるため、カメラを交

Axis装着式ソリューション
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換する必要がありま
す。

不明なカメラ AXIS Body Worn Manager Pro
に接続されていないシステム
の場合: カメラが別のシステム
に属しています。

AXIS Body Worn Manager Pro
に接続されているシステムの
場合: カメラがAXIS Body Worn
Manager Proを介して管理され
るシステムのグループ外のシ
ステムに属しています。

このシステムでカメラの使用
を開始するには、以下の手順
に従ってください。

1. カメラを最初に追加し
たホームシステムに
ドッキングしてくださ
い。

2. ホームシステムからカ
メラを削除します。を
参照してください。

3. ホームシステムからカ
メラのドッキングを解
除し、新しいシステム
にドッキングします。

4. 新しいシステムにカメ
ラを追加します。を参
照してください。

AXIS Body Worn Manager Pro
に接続されているシステムの
場合: カメラが別のシステムの
ゲストカメラで、AXIS Body
Worn Manager Proで管理され
ています。カメラの証明書が
無効です。

1. カメラを最初に追加し
たホームシステムに
ドッキングしてくださ
い。

2. ホームシステムでカメ
ラをクリックし、画面
上の手順に沿って操作
します。を参照してく
ださい。

シシスステテムムココンントトロローーララーーののスステテーータタスス

スステテーータタスス そそのの意意味味 対対処処法法

録音を転送できません コンテンツ送信先の日時が装
着式システムの日時と異なっ
ています。

コンテンツ送信先の日時が装
着式システムの日時と同期し
ていることを確認します。両
方に同じNTPサーバーを使用
することをお勧めします。

[コンテンツ送信先] への接続
に失敗した

コンテンツ送信先にアクセス
できません。

以下のように対処してくださ
い。

• コンテンツ送信先が起
動され、実行中である
ことを確認します。

• コンテンツ送信先への
ネットワーク接続を確
認します。

• コンテンツ送信先の
ユーザーマニュアル
で、どのポートを開く
必要があるかを確認し
てください。それらの
ポートが開いている必
要があります。
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ポート [x] で
ドッキングステーションの接
続の問題があります

ポート番号

システムコントローラーと
ドッキングステーション間の
リンク速度が遅くなっていま
す。これにより、録画のオフ
ロード時に問題が発生する可
能性があります。

以下のように対処してくださ
い。

1. ドッキングステーショ
ンの電源を切り、再投
入します。メッセージ
がまだ表示される場合
は、次の手順に進んで
ください。

2. ドッキングステーショ
ンとシステムコント
ローラー間のネット
ワークケーブルが正し
く接続されていること
を確認します。メッ
セージがまだ表示され
る場合は、次の手順に
進んでください。

3. ドッキングステーショ
ンとシステムコント
ローラー間のネット
ワークケーブルを交換
します。メッセージが
消えた場合は、ケーブ
ルに問題があるため、
交換する必要がありま
す。メッセージがまだ
表示される場合は、次
の手順に進んでくださ
い。

4. システムコントロー
ラーの同じドッキング
ステーションポート
に、正常に動作する
ドッキングステーショ
ンを接続します。メッ
セージが消えた場合
は、元のドッキングス
テーションが故障して
いるため、交換する必
要があります。メッ
セージがまだ表示され
る場合は、次の手順に
進んでください。

5. システムコントロー
ラーを再起動します。
メッセージがまだ表示
される場合は、システ
ムコントローラーが故
障しているため、交換
する必要があります。

動作不良 システムコントローラーが故
障しています。

以下のように対処してくださ
い。

• システムコントロー
ラーを再起動します。
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メッセージがまだ表示される
場合は、システムコントロー
ラーを交換してください。

録画転送の問題 録画をコンテンツ送信先に転
送しようとすると、問題が発
生します。

1. 以下のように対処して
ください。
– コンテンツ送信

先へのネット
ワーク接続を確
認します。

– コンテンツ送信
先に十分なライ
センスがあるこ
とを確認しま
す。

– コンテンツ送信
先にすべての装
着式カメラユー
ザーが含まれて
いるかを確認し
ます。

– コンテンツ送信
先の日時が装着
式システムの日
時と同期してい
ることを確認し
ます。

2. 上記のいずれかの問題
に対処した後、
[[SSyysstteemm ccoonnttrroolllleerrss
((シシスステテムムココンントトロローー
ララーー))]] に移動し
て、[シスSystem
controllers (システムコ
ントローラー)] > [[RReettrryy
ttrraannssffeerr ((転転送送のの再再試試
行行))]] の順にクリックし
ます。システムコント
ローラーを再起動しな
いでください。

メッセージが引き続き表示さ
れる場合は、録画をダウン
ロードしてください。を参照
してください。

録画を転送できませんでした 録画をコンテンツ送信先に転
送できませんでした。

録画をダウンロードします。
を参照してください。

ストレージがほぼいっぱい ストレージがほぼいっぱいで
す。

以下のように対処してくださ
い。

• コンテンツ送信先が起
動され、実行中である
ことを確認します。

• コンテンツ送信先への
ネットワーク接続を確
認します。

ストレージが満杯です ストレージが満杯です。
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• 録画がコンテンツ送信
先に正常に転送される
ことを確認します。

• コンテンツ送信先に十
分なライセンスがある
ことを確認します。

• コンテンツ送信先の日
時が装着式システムの
日時と同期しているこ
とを確認します。

使用不可 システムコントローラーが使
用できません。

以下のように対処してくださ
い。

• システムコントロー
ラーがオンになってい
ることを確認します。

• システムコントロー
ラーへのネットワーク
接続を確認します。

カメラ使用状況レポートのダウンロード

カメラ使用状況レポートには、割り当てられているカメラを各ユーザーが過去30日間にどのよう
に使用したかに関する情報が表示されます。これには、録画の開始と停止、ドッキングとドッキ
ングの解除、電源のオンとオフ、音声のミュートなどが含まれます。

注
カメラ使用レポートはCSV形式(カンマ区切り)で、エンコーダはUTF-8です。

カメラ使用状況レポートをダウンロードするには:

1. [[UUsseerrss ((ユユーーザザーー))]] に移動します。

2. コンテキストメニュー を開きます。
3. [CCaammeerraa uussaaggee rreeppoorrtt ((カカメメララ使使用用状状況況レレポポーートト))] をクリックします。

4. [DDoowwnnllooaadd ((ダダウウンンロローードド))] をクリックします。

カメラレポートのダウンロード

システム内のカメラに関する情報を提供するレポートには、以下の2種類があります。

カカメメララスステテーータタススレレポポーートト -- すべてのカメラまたは設定されたフィルターに一致するカメラの現
在のステータスが含まれています。このレポートには、例えば、各カメラがドッキングされてい
るシステムコントローラーなどの情報が含まれています。

カカメメララ接接続続レレポポーートト -- AXIS W120カメラすべてのIMEIとICCIDに関する情報が含まれています。

注
これらのレポートはCSV形式 (カンマ区切り) で、エンコーディングはUTF-8です。

レポートをダウンロードするには:

1. [[CCaammeerraass ((カカメメララ))]] に移動します。

2. コンテキストメニュー を開きます。
3. [CCaammeerraa ssttaattuuss rreeppoorrtt ((カカメメララスステテーータタススレレポポーートト))] または[CCaammeerraa ccoonnnneeccttiioonn rreeppoorrtt

((カカメメララ接接続続レレポポーートト))] をクリックします。
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4. [DDoowwnnllooaadd ((ダダウウンンロローードド))] をクリックします。

システムコントローラーストレージを監視する

AXIS Body Worn Managerでは、各システムコントローラーによって使用および予約されているス
トレージの容量を監視することができます。ストレージを監視することで、ファイルの転送に関
する潜在的な問題を特定することができます。

使使用用済済みみスストトレレーージジ -- システムコントローラーのストレージは、録画がカメラからコンテンツ送
信先に転送されるときにバッファとして使用されます。使用されるストレージのレベルが継続的
に高い場合は、転送エラーを示している可能性があります。

予予約約済済みみスストトレレーージジ -- カメラがドッキングされると、コンテンツをシステムコントローラーにオ
フロードするために必要なメモリーが予約されます。すべての録画がコンテンツ送信先に転送さ
れると、予約は削除されます。予約済みストレージが残っている場合は、転送エラーが発生して
いる可能性があります。

ストレージ情報を表示するには、[SSyysstteemm ccoonnttrroolllleerrss ((シシスステテムムココンントトロローーララーー)) ] に移
動し、目的のシステムコントローラーをクリックします。

カメラがドッキング解除されていた期間の確認

AXIS Body Worn Managerでは、カメラがドッキング解除されていた期間を確認できます。これに
より、カメラを紛失したことや装置ソフトウェアアップグレードが必要であることなどがわかり
ます。

カメラがドッキング解除されていた期間を確認するには、[[CCaammeerraass ((カカメメララ))]] に移動し、目的
のカメラをクリックします。

証明書の有効期限が切れたカメラの概要の取得

カメラが8～12週間ドッキングされていない場合、最終的に証明書の有効期限が切れ、カメラは
セーフモードに入ります。証明書が有効期限切れになっている場合、カメラが紛失した可能性が
あります。

証明書の有効期限が切れたカメラの一覧を表示するには、以下の手順に従います。

1. [[CCaammeerraass ((カカメメララ))]] に移動します。
2. [FFiilltteerr ((フフィィルルタターー))] をクリックし、[UUnnddoocckkeedd ((ドドッッキキンンググ解解除除済済みみ))] を選択します。

[CCeerrttiiffiiccaattee eexxppiirreedd ((証証明明書書のの有有効効期期限限切切れれ))] アラートのあるカメラが、ドッキング解除されて
いた期間に基づいて並べ替えられます。
証明書の有効期限が切れたカメラをシステムに戻すには、を参照してください。

別のシステムに属するカメラを検索する

AXIS Body Worn Manager Proを使用して複数の装着式システムを管理する場合、ユーザーはどの
システムにもカメラをドッキングすることができます。カメラが最初に追加されたシステムは
ホームシステムです。別のシステムにドッキングされているカメラは、そのシステムではゲスト
カメラとして表示されます。

システム内のすべてのゲストカメラを検索するには、以下の手順に従います。

1. [[CCaammeerraass ((カカメメララ))]] に移動します。
2. [FFiilltteerr ((フフィィルルタターー))] をクリックし、[GGuueesstt ((ゲゲスストト))] を選択します。
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電子メール通知の設定

次のイベントについて電子メールで通知するように装着式システムを設定できます。

• コンテンツ保存先との接続が失われました
• 拡張システムコントローラーとの接続が失われました
• システムコントローラーストレージの残量が少なくなりました
• システムバックアップの同期に失敗しました
• AXIS OSの新しいバージョンが使用可能になりました
• クラウド拡張機能への接続が失われました

システム通知をオンにするには：

1. [AAdddd--oonn sseerrvviicceess ((アアドドオオンンササーービビスス)) ] > [[CClloouudd ((ククララウウドド))]] >> [[CClloouudd eexxtteennssiioonnss
((ククララウウドド拡拡張張機機能能))]] >> [[EEmmaaiill nnoottiiffiiccaattiioonnss ((電電子子メメーールル通通知知))] の順に移動します。

2. 電子メールアドレスを入力します。
3. [SSeett ((設設定定))] をクリックします。

通知の受信を停止するには、電子メールアドレスを削除して、[SSeett ((設設定定))] をクリックします。

注
• 電子メール通知機能には、クラウド拡張機能へのアクセスが必要です。
• 複数の人に電子メール通知を送信するには、メーリングリストを使用します。
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システムのメンテナンス

重要
AXIS Body Worn Managerから、システムのリセットやカメラの取り外しなど、すべての装着式
システムメンテナンスを必ず起動してください。

パスワードの変更

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[AAccccoouunnttss ((アアカカウウンントト))]] の順に移動しま
す。

2. 変更するアカウントのコンテキストメニュー を開きます。
3. [[EEddiitt]] ((編編集集)) をクリックします。
4. 現在のパスワードと新しいパスワードを入力します。現在のパスワードは、rootアカウント

を変更する場合にのみ必要です。
5. [保保存存] をクリックします。

アカウントの追加

AXIS BodyWorn Managerのアカウントを追加するには：

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[AAccccoouunnttss ((アアカカウウンントト))]] の順に移動しま
す。

2. [[AAdddd aaccccoouunntt ((アアカカウウンントトのの追追加加))]] をクリックします。
3. 権限を選択します。管理者には、すべての設定に対するフルアクセス権があります。閲覧

者は設定を変更できません。
4. ユーザー名とパスワードを入力します。
5. [保保存存] をクリックします。

システムレポートのダウンロード

装着式システムからシステムレポートをダウンロードすることができます。Axisのサポートではト
ラブルシューティングにシステムレポートを使用しています。

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定)) ] > [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] >> [[SSyysstteemm rreeppoorrtt ((シシスステテムムレレ
ポポーートト))]] に移動します。

2. [SSyysstteemm rreeppoorrtt ((シシスステテムムレレポポーートト))] をクリックします。

3. ファイルをAxisサポートに送信します。

注
• システムレポートには、システムにある、またはシステムにドッキングされている、すべ

てのシステムコントローラーとカメラが含まれます。ドッキングすると、カメラの最新の
ログが含まれます。

• システムレポートは、ダウンロードした瞬間に生成されるだけでなく、毎日1回自動で生成
されます。これは、7日間システムに保存され、その後、新しいものに置き換わります。

カメラを別の装着式システムに移動

別のシステムで、装着式カメラを使用するには、まず、現在のシステムからカメラを削除する必
要があります。その後、新しいシステムにカメラを追加することができます。

カメラを別の装着式システムに移動するには:
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1. 現在のシステムからカメラを削除します。を参照してください。
2. 新しいシステムにカメラを追加するには、の手順に従ってください。

接続ファイルを変更する

コンテンツ送信先への接続が失われた場合、可能な解決策は、現在の接続ファイルを新しいもの
に置き換えることです。コンテンツ送信先が新しいIPアドレスを取得したり、コンテンツ送信先で
特定の設定が変更されたりすると、接続が失われることがあります。

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定)) ] に移動します。

2. コンテンツ送信先の [[CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定))]] で、 をクリックします。

3. 新しい接続ファイルをアップロードします。
4. [保保存存] をクリックします。

注
別のコンテンツ送信先に切り替える場合は、システムをリセットする必要があります (を参
照)。

システムからハードウェアを削除する

カカメメララをを削削除除すするる

注
ドッキングされているカメラと使用中のカメラの両方を削除できます。使用中のカメラを削除
するように選択すると、すべてのコンテンツが転送され、ドッキング後にカメラが削除されま
す。コンテンツの転送が完了すると、カメラは最新のアップロードされた装置ソフトウェアを
使用して工場出荷時の設定にリセットされます。

装着式システムからカメラを取り外すには、以下のようにします。

1. [[CCaammeerraass ((カカメメララ))]] に移動します。
2. 削除するカメラを開きます。

3. コンテキストメニュー を開き、[[RReemmoovvee ((削削除除))]] をクリックします。
4. [[削削除除]] をクリックします。

重要
装着式カメラをコンテンツの宛先から削除しないでください。カメラの削除には、必ず
AXIS Body Worn Managerを使用してください。

カメラが紛失したか修理できないほど損傷した場合は、を参照してください。

カカメメララのの強強制制削削除除

カメラが紛失したか修理できないほど損傷した場合は、装着式システムからカメラを強制削除で
きます。このオプションは、カメラが [UUnnddoocckkeedd ((ドドッッキキンンググ解解除除済済みみ))] 状態のときにのみ使用
できます。カメラを強制削除するには、スーパーアドミンパスフレーズを使用して許可される、
装着式システムで最高のセキュリティレベルにアクセスできる必要があります。カメラを強制削
除するには:

• [[CCaammeerraass ((カカメメララ))]] に移動します。
• 削除するカメラを開きます。

• コンテキストメニュー を開き、[[RReemmoovvee ((削削除除))]] をクリックします。
• [[削削除除]] をクリックします。
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• スーパーアドミンパスフレーズを入力します。
• [FFoorrccee rreemmoovvee ((強強制制削削除除))] をクリックします。

拡拡張張シシスステテムムココンントトロローーララーーをを削削除除

注
• 拡張システムコントローラーを物理的に取り外す前に、AXIS Body Worn Managerで必ずシ

ステムから削除してください。
• 装着式システムからシステムコントローラーを取り外すと、すべてのコンテンツがコンテ

ンツの保存先に転送され、システムコントローラーが工場出荷時の設定にリセットされま
す。

拡張システムコントローラーを装着式システムから削除するには:

1. [[SSyysstteemm ccoonnttrroolllleerrss ((シシスステテムムココンントトロローーララーー))]] に移動します。
2. 削除するシステムコントローラーをクリックします。

3. コンテキストメニュー を開き、[[RReemmoovvee ((削削除除))]] をクリックします。
4. [[削削除除]] をクリックします。

システムコントローラーが紛失したか修理できないほど損傷した場合は、を参照してください。

拡拡張張シシスステテムムココンントトロローーララーーのの強強制制削削除除

拡張システムコントローラーが紛失したか修理できないほど損傷した場合は、装着式システムか
ら拡張システムコントローラーを強制削除できます。このオプションは、拡張システムコント
ローラーが [UUnnaavvaaiillaabbllee ((使使用用不不可可))] 状態の場合にのみ使用できます。拡張システムコントロー
ラーを強制削除するには、スーパーアドミンパスフレーズを使用して許可される、装着式システ
ムで最高のセキュリティレベルにアクセスできる必要があります。拡張システムコントローラー
を強制削除するには:

• 強制削除する拡張システムコントローラーを削除します (を参照)。拡張システムコントロー
ラーが [UUnnaavvaaiillaabbllee ((使使用用不不可可))] 状態の場合、そのコントローラーは装置リストに残ります
が、グレー表示されます。

• 強制削除する拡張システムコントローラーを再度開きます。

• コンテキストメニュー を開き、[[RReemmoovvee ((削削除除))]] をクリックします。
• スーパーアドミンパスフレーズを入力します。
• [FFoorrccee rreemmoovvee ((強強制制削削除除))] をクリックします。

システムハードウェアの交換

装着式システム中でカメラとシステムコントローラーを交換することができます。

カカメメララをを交交換換すするる

1. 交換するカメラをドッキングします。
2. AXIS Body Worn Managerを開き、カメラのオフロードが停止するまで待ちます。
3. システムからカメラを削除します。を参照してください。
4. カメラのドッキングを解除します。
5. 新しいカメラをシステムに追加します。を参照してください。

拡拡張張機機能能シシスステテムムココンントトロローーララーーのの交交換換

システムコントローラーを交換するには、以下の手順で、装着式システムの一部であるシステム
コントローラーを交換します。
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1. 古いシステムコントローラーを取り外します。を参照してください。
2. 新しいシステムコントローラーを追加します。を参照してください。

シシスステテムムココンントトロローーララーーのの交交換換

システムを作成したシステムコントローラーが故障した場合は、システムコントローラーを交換
してシステムを復元する必要があります。を参照してください。

システムまたはハードウェアをリセットする

カメラ、システムコントローラー、または装着式システムをリセットし、工場出荷時の設定に戻
すことができます。

カカメメララののリリセセッットト

カメラを工場出荷時の設定にリセットするには、装着式システムから取り外します。を参照して
ください。

拡拡張張シシスステテムムココンントトロローーララーーののリリセセッットト

拡張システムコントローラーを装着式システムから削除することで、工場出荷時の設定にリセッ
トできます。を参照してください。

AXIS Body Worn Managerから装着式システムにアクセスできない場合は、各拡張システムコント
ローラーに個別にアクセスしてリセットすることができます。

1. 拡張システムコントローラーにアクセスします。

2. コンテキストメニュー を開きます。
3. [RReesseett ssyysstteemm ccoonnttrroolllleerr ((シシスステテムムココンントトロローーララーーををリリセセッットト))] をクリックします。

注
バックアップ拡張システムコントローラーを工場出荷時の設定にリセットすることはできませ
ん。

シシスステテムムののリリセセッットト

重要
• 装着式システムをリセットする前に、コンテンツの保存先を絶対に削除またはリセットし

ないでください。必ず装着式システムを最初にリセットしてください。最初にコンテンツ
の保存先を削除またはリセットすると、録画がカメラまたはシステムコントローラーに残
り、装着式システムをリセットできなくなります。これは、すべての証拠がコンテンツの
保存先にアップロードされるようにするセキュリティ機能です。

• AXIS Body Worn Managerでカメラやユーザーを削除する前に、コンテンツの保存先からカ
メラやユーザーを削除しないでください。

装着式システムすべてを工場出荷時のデフォルト設定にリセットするには:

1. すべてのカメラを取り外します。を参照してください。
2. 可能であれば、コンテンツ送信先の対応するカメラを無効にします。
3. すべての拡張システムコントローラーを削除します。を参照してください。

4. [SSeettttiinnggss ((設設定定)) ] > [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] >> [[SSyysstteemm rreesstt ((シシスステテムムののリリセセッッ
トト))]] に移動し、[RReesseett ssyysstteemm ((シシスステテムムののリリセセッットト))] をクリックします。
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ペアリングされた機器を削除する

1. [[UUsseerrss ((ユユーーザザーー))]] に移動します。
2. ペアリングを削除するユーザーをクリックします。

3. 削除する装置を特定して、コンテキストメニュー を開きます。
4. [[削削除除]] をクリックします。

注
カメラユーザーとAXIS Body Worn Assistant間のペアリングを装着式システムから削除した場合
でも、そのペアリングは引き続きAXIS Body Worn Assistantに残ります。AXIS Body Worn
Assistantで既存のペアリングを置き換える方法については、を参照してください。

システムのリストア

まれな状況として、システムを最初に作成したシステムコントローラーが故障した場合は、シス
テムをリストアすることができます。複数のシステムコントローラーを使用したシステムの復元
は、単一のシステムコントローラーを使用したシステムを復元する場合とは異なります。

複複数数ののシシスステテムムココンントトロローーララーー -- すべてのユーザー、カメラプロファイル、カメラの割り当て、
システム設定を含めて、システムを復元できます。拡張システムコントローラーに保存された
バックアップからシステムをリストアすると、そのコントローラーがAXIS Body Worn Managerに
アクセスするシステムコントローラーになります。システムのリストアには、システムを再起動
するのと同じくらいの時間がかかります。システムをリストアする方法については、を参照して
ください。

単単一一ののシシスステテムムココンントトロローーララーー -- システムコントローラーを交換して、装着式システムと既存の
カメラとの間の接続を再確立することができます。システムを復元するには、最新のシステム復
元キーが必要です。を参照してください。システムをリストアする方法については、を参照して
ください。

複複数数ののシシスステテムムココンントトロローーララーーをを使使用用ししたたシシスステテムムをを復復元元すするる

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

Axisの装着式システムのバックアップとリストア

装着式システムをリストアするためには、先にシステムバックアップを設定しておく必要があり
ます。手順については、を参照してください。

装着式システムを復元するには：

1. システムバックアップを含む拡張システムコントローラーにアクセスします (Webブラウ
ザーにシステムコントローラーのIPアドレスを入力します)。

2. コンテキストメニュー を開きます。
3. [RReessttoorree ssyysstteemm ((シシスステテムムのの復復元元))] をクリックします。

4. スーパーアドミンパスフレーズを入力します。
5. [RReessttoorree ((復復元元))] をクリックします。
6. 既存の拡張システムコントローラーを開き、新規メインシステムコントローラーのIPアドレ

スに更新します。
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7. 装着式システムと既存の拡張システムコントローラー間の接続を再確立します。を参照し
てください。

8. 装着式システムと既存のカメラ間の接続を再確立します。を参照してください。

重要
システムの復元が完了したら、バックアップを再設定してください。以前のバックアップシス
テムコントローラーが、AXIS Body Worn Managerにアクセスする場所になりました。また、故
障したシステムコントローラーを新しいものと交換する必要があります。

単単一一ののシシスステテムムココンントトロローーララーーをを使使用用ししたたシシスステテムムをを復復元元すするる

1. 新しいシステムコントローラーをインストールします。
2. 新しいシステムコントローラーにアクセスします。を参照してください。
3. [RReessttoorree ((復復元元))] をクリックします。
4. 管理者アカウントを作成し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
5. 管理者アカウントの認証情報を使用してログインします。ユーザー名はrootです。
6. 最新の装置ソフトウェアをインストールし、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
7. [SSeelleecctt SSyysstteemm rreessttoorree kkeeyy ((シシスステテムム復復元元キキーーのの選選択択))] をクリックし、以前にダウンロー

ドしたシステムの復元キーを見つけて開きます。
8. スーパーアドミンパスフレーズを入力し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
9. システム設定を完了します。
10. .

重要
• システムコントローラーが1つしかないシステムを復元するということは、装着式システム

と既存のカメラとの間の接続を再確立することを意味します。ユーザー、カメラプロファ
イル、コンテンツの保存先などのシステム設定は復元されません。

• システム復元キーを持っている場合にのみシステムを復元できます。システムに障害が発
生した場合、システム復元キーをダウンロードできないことがあります。最初のシステム
設定時にシステム復元キーをダウンロードして、安全な場所に保管することをお勧めしま
す。

シシスステテムムリリスストトアアキキーーののダダウウンンロローードド

システム復元キーをダウンロードするには、以下の2つの方法があります。

• システム復元キーは、システム設定の際に生成され、ダウンロードされます。
• AXIS Body Worn Managerでシステム復元キーをいつでもダウンロードすることができま

す。
AXIS Body Worn Managerからシステムリストアキーをダウンロードするには:

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定)) ] > [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] >> [[SSyysstteemm rreessttoorree kkeeyy ((シシスステテムム
復復元元キキーーのの選選択択))]] に移動します。

2. [SSyysstteemm rreessttoorree kkeeyy ((シシスステテムムリリスストトアアキキーー))] をクリックします。

3. システム設定時に作成したスーパーアドミンパスフレーズを入力します。
4. [DDoowwnnllooaadd ((ダダウウンンロローードド))] をクリックして、システム復元キーを安全な場所に保存しま

す。

重要
• システム復元キーはパスフレーズで保護されています。
• システム復元キーとスーパーアドミンパスフレーズは、常に安全な方法で保管してくださ

い。
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デデババイイススががシシスステテムムにに戻戻るるここととをを許許可可すするる

セキュリティ上の理由から、8週間ドッキングされていないカメラはセーフモードになります。拡
張システムコントローラーも、システムから8週間切り離されている場合、またはメインシステム
コントローラーが故障したシステムに属する場合は、セーフモードになります。

セーフモードのデバイスが装着システムに再接続することを許可するには、次の2通りの方法があ
ります。

• デバイスがセーフモードになった後、手動で許可する（を参照）。
• 設定から自動で許可するようにする（カメラのみ）（を参照）。

デバイスがシステムに再接続することを許可するためには、スーパーアドミンパスフレーズの使
用によって許可される、装着式システムの最高のセキュリティレベルへのアクセスが必要です。

デデババイイススががシシスステテムムにに再再接接続続すするるここととをを手手動動でで許許可可すするる

カメラまたは拡張システムコントローラーが装着システムに再接続することを許可するには:

1. [[DDaasshhbbooaarrdd ((ダダッッシシュュボボーードド))]] に移動します。
2. アラートが [IInn ssaaffee mmooddee ((セセーーフフモモーードド中中))] のデバイスを開きます。
3. セーフモード中のデバイスが複数ある場合は、許可するデバイスを選択します。
4. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
5. スーパーアドミンパスフレーズを入力します。
6. [AAllllooww ccaammeerraass ((カカメメララをを許許可可))] または[AAllllooww ssyysstteemm ccoonnttrroolllleerrss ((シシスステテムムココンントトロローー

ララーーをを許許可可))] をクリックします。

カカメメララががシシスステテムムにに再再接接続続すするるここととをを自自動動でで許許可可すするる

カメラがシステムに再接続することを自動で許可するには:

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[CCaammeerraa ((カカメメララ))]] >> [[SSaaffee mmooddee ((セセーーフフモモーードド))]] に移動します。
2. [[AAllllooww ccaammeerraass ttoo rreeccoonnnneecctt aauuttoommaattiiccaallllyy ((カカメメララのの自自動動再再接接続続をを許許可可))]] をオンにしま

す。
3. スーパーアドミンパスフレーズを入力します。

破損したカメラからの録画の回復

カメラが故障または破損しても、内部ストレージが損傷していなければ、カードリーダーと同じ
モデルの別のカメラを使用して録画を回復することができます。

重要
• 交換用カメラのSDカードに十分な空き容量があることを確認してください。
• 故障または破損したカメラがAXIS W110である場合、または録画の回復に関するサポートが

必要な場合は、Axisサポートにお問い合わせください。
要要件件：

• 故障または破損したカメラの代わりとなる同じモデルのカメラ。代りとなるカメラがすで
にシステムに追加されているカメラである場合は、事前に割り当てを解除して、システム
から削除する必要があります。

• USB microSDカードリーダー（例：SanDisk® MobileMate® USB 3.0 microSD™カードリー
ダー）。

1. 故障または破損したカメラを装着式システムから強制的に取り外します。を参照してくだ
さい。

2. T6ドライバーを使って、故障または破損したカメラをを開けます。
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3. SDカードホルダーの前にあるゴムストッパーを取り外します。次に、ホルダーを少し前に
引いて持ち上げ、故障または破損したカメラからmicroSDカードを慎重に取り外します。

4. 代りのカメラを、装着式システムに接続されているドッキング ステーションにドッキング
します。

5. microSDカードをカードリーダーに挿入します。
6. 代りのカメラがドッキングされているシステムコントローラーのUSBコネクターにカード

リーダーを挿入します。
同じシステムコントローラーで一度に回復できるmicroSDカードは1枚のみです。

7. [[CCaammeerraass ((カカメメララ))]] に移動して、[[RReeccoovveerr ((回回復復))]] をクリックします。
8. 故障または破損したカメラのシリアル番号をリストから選択して、[[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリッ

クします。
9. 代りのカメラを選択して、[[RReeccoovveerr ((回回復復))]] をクリックします。
10. スーパーアドミンパスフレーズを入力して、[[CCoonnffiirrmm ((確確認認))]] をクリックします。

代りのカメラが RReeccoovveerriinngg ((回回復復中中)) の状態となります。この状態が30分ほど続きます。その
後、カメラが再起動し、コンテンツ送信先への録画のアップロードが開始されます。このプロセ
スが完了すると、カメラにユーザーを割り当てて使用できるようになります。

復元した録画を確認するには、代わりのカメラをクリックして録画のリストを確認します。復元
した録画には破損したカメラのシリアル番号が表示されています。

重要
手順を繰り返す必要がある場合は、まずシステムコントローラーからカードリーダを取り外し
てください。

システムコントローラーから録画を取得

通常、コンテンツ送信先は、カメラユーザーからの録画や、コンテンツ送信先から削除されたカ
メラからの録画を受け入れます。しかし、これがサポートされていない場合、AXIS Body Worn
Managerではなく、コンテンツ送信先でユーザーやカメラを削除すると、システムコントローラー
から録画が転送されない可能性があります。転送できなかった録画を取得するには、次の2つの方
法があります。

• コンテンツ送信先がサポートしている場合は、コンテンツ送信先の「拒否されたコンテン
ツストレージ」という別の領域に録画を転送します。手順については、を参照してくださ
い。

• 転送されなかった録画をUSBストレージデバイスにダウンロードします。手順については、
を参照してください。

却却下下さされれたたココンンテテンンツツののスストトレレーージジにに録録画画をを転転送送すするる

注
却下されたコンテンツのストレージは、一部のコンテンツ送信先でサポートされています。
AXIS Camera Station Proはバージョン6.6からこれに対応しています。詳しくは、AXIS Camera
Station Proユーザーマニュアルをご覧ください。

重要
却下されたコンテンツのストレージに転送された録画は、コンテンツ送信先が決めた別のロ
ケーションに保存され、コンテンツ送信先のタイムラインでは通常通り表示されない可能性が
あります。

1. [[SSyysstteemm ccoonnttrroolllleerrss ((シシスステテムムココンントトロローーララーー))]] に移動します。
2. 影響を受けたシステムコントローラーを開きます。
3. [TTrraannssffeerr ttoo rreejjeecctteedd ccoonntteenntt ssttoorraaggee ((却却下下さされれたたココンンテテンンツツののスストトレレーージジにに転転送送))] を

クリックします。
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録録画画ををUUSSBBスストトレレーージジデデババイイススににダダウウンンロローードドすするる

注
• USBストレージデバイスに録画をダウンロードするには、スーパーアドミンパスフレーズを

通して許可される、装着式システムで最高のセキュリティレベルにアクセスできる必要が
あります。

• USBストレージ装置はexFATファイルシステムでフォーマットされている必要があります。
exFATパーティションのみが含まれている必要があり、他のパーティションやファイルシス
テムを含めることはできません。

• USBコネクターは最大500 mAを供給できます。
録画をUSBストレージデバイスにダウンロードするには、以下の手順に従います。

1. [[SSyysstteemm ccoonnttrroolllleerrss ((シシスステテムムココンントトロローーララーー))]] に移動します。
2. 影響を受けたシステムコントローラーを開きます。
3. [DDoowwnnllooaadd rreeccoorrddiinnggss ((録録画画ををダダウウンンロローードド))] をクリックします。
4. exFATファイルシステムでフォーマットされたUSBストレージ装置を対象のシステムコント

ローラーに挿入します。
5. スーパーアドミンパスフレーズを入力します。
6. 録画の暗号化パスフレーズを入力します。
7. [DDoowwnnllooaadd ((ダダウウンンロローードド))] をクリックします。

注
ダウンロードした録画を抽出するには、AES-256暗号化アーカイブに対応した7-Zipを使用する
ことをお勧めします。デフォルトのzipアプリケーションは、装着式システムのアーカイブに対
応していない可能性があります。

日付と時刻を調整

装着式システムに含まれているすべての装着式カメラは、システムと同じ日付と時刻を受け取り
ます。デフォルトでは、日付と時刻はDHCPによって提供されるNTPサーバーと同期されます。

重要
• システムの日付と時刻を正確に保つために、NTPサーバーと同期させることをお勧めしま

す。
• 装着式システムの時刻とタイムゾーンは、コンテンツ送信先の時刻とタイムゾーンと常に

一致している必要があります。
• 装着式システムに設定されている時刻が正しくない場合、時間差によってGPSが録画に位置

情報データを提供できないことがあります。
• 録画を証拠資料として使用する場合、正しいシステム時刻が重要になります。

日付と時刻の設定を変更するには:

1.

2. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[DDaattee aanndd ttiimmee ((日日付付とと時時刻刻))]] の順に移動
します。

デバイスのソフトウェア

AXIS OSは、Axisエッジ装置のオペレーティングシステムです。これには、AXIS BodyWorn
Managerが含まれています。

装着式システムのさまざまなAXIS OSトラックがサポートされています。これにより、[AAccttiivvee ((アア
ククテティィブブ))] トラックの最新機能をすべて利用する場合も、[LLoonngg--tteerrmm ssuuppppoorrtt ((LLTTSS)) ((長長期期ササポポーー
トト ((LLTTSS)))))] トラックの安定性を優先する場合も、システムに最適なトラックを選択することができ
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ます。装置ソフトウェアアップグレードの支援を通じて、選択したトラックに新しいバージョン
が追加されるたびに通知を受け取ることができます。

注
装置ソフトウェアアップグレードの支援を使用するには、まずクラウド拡張機能をオンにする
必要があります。を参照してください。

AXIS OSトラックを選択するには、[SSeettttiinnggss ((設設定定)) ] > [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] >>
[[DDeevviiccee ssooffttwwaarree ((装装置置ソソフフトトウウェェアア))]] に移動し、[CChhaannggee ttrraacckk ((トトララッッククのの変変更更))] をクリック
します。

お使いのシステムに最適なトラックに関する推奨事項については、AXIS OSライフサイクル管理を
参照してください。

装装置置ソソフフトトウウェェアアののアアッッププググレレーードド

装着式システムは、リリースされた新しい装置ソフトウェアバージョンを検知します。通知が
AXIS Body Worn Managerに表示されます。

注
新しい装置ソフトウェアバージョンを自動検知するには、クラウド拡張機能が必要で、システ
ムから*.bodyworn.axis.cloudにアクセスできるようになっている必要があります。

最新の装置ソフトウェアバージョンをインストールするには：

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定)) ] > [MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] >> DDeevviiccee ssooffttwwaarree ((デデババイイススソソフフ
トトウウェェアア))] に移動します。

2. [アアッッププググレレーードド] をクリックします。
クラウド拡張機能がない場合、または最新のファームウェアバージョンではなく別の装置ソフト
ウェアバージョンを指定する場合：

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定)) ] > [MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] >> DDeevviiccee ssooffttwwaarree ((デデババイイススソソフフ
トトウウェェアア))] に移動します。

2. [CChhoooossee ffiillee ((フファァイイルルのの選選択択))] をクリックして、コンピューター上の装置ソフトウェア
ファイルを選択します。

3. [UUppllooaadd aanndd iinnssttaallll ((アアッッププロローードドととイインンスストトーールル))] をクリックします。
装置ソフトウェアのアップグレードは直ちに有効になります。システム内のすべてのシステムコ
ントローラーがアップグレードされます。アップグレードが完了すると、システムは再起動しま
す。使用中のカメラは、次にドッキングしたときにアップグレードされます。

注
axis.comから装置ソフトウェアをダウンロードすることができます。

装装置置ソソフフトトウウェェアアののダダウウンンググレレーードド

注
装着式システムに現在インストールされている装置ソフトウェアを以前のバージョンにダウン
グレードするには、システムをリセットする必要があります。

装着式システムを以前の装置ソフトウェアバージョンにダウングレードするには、次の手順に従
います。

1. .
2. 新しい装着式システムを作成し、使用するファームウェア装置ソフトウェアバージョンを

インストールします。

Axis装着式ソリューション
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装装置置ソソフフトトウウェェアアババーージジョョンンレレポポーートト

装置ソフトウェアバージョンレポートには、装着式システムに現在属しているすべてのカメラと
システムコントローラーの、現在の装置ソフトウェアバージョンが表示されます。システムの一
部でなくなったものも含め、すべての装置の以前のバージョンに関する情報を取得することもで
きます。これにより、システムのトレーサビリティと履歴の概要が得られます。それにより、シ
ステム管理者は装置のライフタイム全体にわたって装置のステータスを追跡できます。

デバイスソフトウェアバージョンレポートは、[SSeettttiinnggss ((設設定定)) ] > [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナ
ンンスス))]] >> [[DDeevviiccee ssooffttwwaarree ((装装置置ソソフフトトウウェェアア))]] からダウンロードできます。

Axis装着式ソリューション
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システムコントローラー

システムコントローラーは装着式ソリューションの中心的な統合・管理ポイントです。これは、
装着式カメラからコンテンツ送信先まで、証拠が安全な方法で転送されるよう制御します。

注
システムコントローラーはストレージ装置ではありません。システムコントローラーのスト
レージは、コンテンツがカメラからコンテンツ送信先に転送されるときにバッファとして使用
されます。装着式システムは、録画が保存されているコンテンツの保存先に接続されて初めて
機能します。

製品概要

番番号号 名名称称 説説明明

1 ステータスLED 緑:システムコントローラーを
使用する準備ができました。

黄色:ストレージ警告。スト
レージ容量の残りが8% 未満。

赤:一般的な警告。コンテンツ
送信先との接続に失敗しまし
た。またはストレージエラー
が発生しました。

2 電源ボタン を参照してください。

3 ストレージLED 緑:スタンバイ

緑の点滅:ストレージへアクセ
ス中

赤:ストレージエラー

4 USBコネクター

Axis装着式ソリューション
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1 電源コネクター
2 ドッキングステーションのポート (左から右へ：5、4、3、2、1)
3 ネットワーク コネクター

日常的な使用

目目的的ののアアククシショョンン 動動作作 情情報報

システムコントローラーの
電源を入れます

電電源源ボボタタンンを押します。 ステータスLEDが黄色に変わりま
す。システムコントローラーが使用
可能な状態になると、ステータス
LEDが緑色に変わります。

Axis装着式ソリューション
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システムコントローラーの
電源をオフにします

ステータスLEDが黄色に変
わるまで電電源源ボボタタンンを押し
続けます。

シャットダウンは、ステータスLED
が黄色に変わると開始します。ス
テータスLEDがオフになると、シス
テムコントローラーがオフになりま
す。

システムコントローラーを
リモートで再起動する

1. [[SSyysstteemm
ccoonnttrroolllleerrss ((シシスステテ
ムムココンントトロローーララーー))]]

に移動しま
す。

2. 再起動するシステム
コントローラーを開
きます。

3. コンテキストメ
ニュー を開きま
す。

4. [RReessttaarrtt ((再再起起動動))]
をクリックします。

システムコントローラーを再起動す
ると、進行中のすべてのプロセスが
停止し、コントローラーには一時的
にアクセスできなくなります。

Axis装着式ソリューション
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Axis装着式カメラ

装着式カメラの日常的な使用とトラブルシューティングについては、各カメラモデルのユーザー
マニュアルを参照してください。

• AXIS W100 Body Worn Camera
• AXIS W101 Body Worn Camera
• AXIS W102 Body Worn Camera
• AXIS W110 Body Worn Camera
• AXIS W120 Body Worn Camera

カメラに関する情報を検索する

1. [[CCaammeerraass ((カカメメララ))]] に移動します。
2. 探しているカメラを開きます。
3. [OOvveerrvviieeww ((オオーーババーービビュューー))] タブには、カメラに関する一般的な情報が表示されます。例:

– 割割りり当当ててらられれたたユユーーザザーー：システムが固定カメラ割り当てを使用している場合、カ
メラに割り当てられたユーザー。

– シシリリアアルル番番号号：デバイスのシリアル番号

– IIMMEEII ：国際移動体装置識別番号（International Mobile Equipment Identity
number)。

– SSIIMMカカーードド : PINに関する情報。SIMカードがロックされている場合は、PINを入
力してロックを解除することができます。

– 状状態態：カメラの現在の状態。最後にドッキングまたはドッキング解除されたのはい
つか、ドッキングステーションはどのシステムコントローラーで、どのポートに接
続されているか。

– 録画のリストと、各録画が現在カメラ、システムコントローラー、またはコンテン
ツ送信先のどこにあるか。

4. [[BBaatttteerryy hheeaalltthh ((ババッッテテリリーーのの状状態態))]] のタブに以下のようなカメラのバッテリーに関する
情報が表示されます。
– 最後のドッキング解除時およびドッキング時の充電レベル。
– 完全充電サイクル数。

– ススママーートト充充電電モモーードド ：バッテリーを100%まで充電しないことで、バッテリー
寿命を延ばすことができます。カメラは長時間ドッキングされている場合、自動的
にスマート充電モードに入ります。スマート充電モードは一時的に中断できます。

ブックマーク

録画内のブックマークは、後で最も関連性の高い情報を見つけやすくします。ブックマークは、
AXIS Body Worn Assistantビデオプレーヤーのタイムラインに表示され、その間をスキップできま
す。ブックマークは録画のメタデータの一部であるため、コンテンツ送信先でも同様の方法で使
用できます。

ブックマークを作成するには、録画中に装着式カメラの録画ボタンを1回だけ押します。

注
この機能は、コンテンツ送信先でサポートされている場合に利用できます。
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AXIS BodyWorn Assistant

AXIS Body Worn Assistantモバイルアプリには以下が含まれています。

MMyy ccaammeerraa ((ママイイカカメメララ)) -- ペアリング済みのカメラユーザーからのライブストリームや録画を見
ることができます。録画はカメラがドッキングされるまで利用できます。詳細については、を参
照してください。

AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn LLiivvee -- 組織内のすべての装着式カメラからの過去24時間のライブストリームと
GPS位置情報を見ることができます。組織内のカメラユーザーがライブストリームを開始すると通
知を受け取るように設定できます。詳細については、を参照してください。

AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn AAssssiissttaannttアアププリリののダダウウンンロローードド

Androidの場合は、[download (ダウンロード)] をクリックするか、QRコードをスキャンします。

iOSの場合は、[download (ダウンロード)] をクリックするか、QRコードをスキャンします。

My camera (マイカメラ)

My camera (マイカメラ) では以下のことができます。

• モバイルデバイスとペアリングされたカメラユーザーからのライブストリームや録画を見
る。

• 録画の位置情報データを表示する。
• コンテンツ送信先でサポートされている場合、録画にカテゴリーやメモを追加する。
• 装着式カメラのバッテリーとストレージの残量を確認する。
• Daily Use Guideなどのユーザーヘルプにアクセスする。

• ブックマークを表示する。

注
• 録画をモバイルデバイスに保存することはできません。
• 画像上のビジュアルウォーターマークは、My camera (マイカメラ) で録画を見る場合のみ

表示されます。ビジュアルウォーターマークの目的は、作成元を参照しないで第三者がビ
デオを拡散することを防止することです。

• カメラをドッキングするまでMy camera (マイカメラ) で録画を見ることができます。カメ
ラを接続すると、システムコントローラーがコンテンツの配信先に録画を転送し、カメラ
は空になります。

カカメメララユユーーザザーーととモモババイイルルデデババイイススををペペアアリリンンググすするる

My camera (マイカメラ) の使用を開始するには、カメラユーザーとモバイルデバイスをペアリン
グする必要があります。AXIS Body Worn ManagerでQR Code® とPINコードを生成し、アプリでス
キャンして入力します。これにより、安全なペアリングが行われます。
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AXIS Body Worn Managerでは、2つの方法でカメラユーザーとモバイル装置をペアリングできま
す。

ロローーカカルルペペアアリリンンググ -- 装着式カメラユーザーとモバイルデバイスにアクセスできます。

リリモモーートトペペアアリリンンググ -- 装着式カメラユーザーとモバイル装置にアクセスできません。カメラカメ
ラユーザーに電子メールでペアリングリクエストが送信されます。

注
• ペアリングを完了するには、ペアリングするカメラをカメラユーザーに割り当てる必要が

あります。
• カメラプロファイル設定の [[LLooccaattiioonn ((ロロケケーーシショョンン))]] が [[AAllwwaayyss ((常常時時))]] に設定されてい

る場合、または [[RReemmoottee ssttrreeaamm aaccttiivvaattiioonn ((リリモモーートトスストトリリーームム有有効効化化))]] がオンになっ
ている場合、ペアリングは機能しません。

1. [[UUsseerrss ((ユユーーザザーー))]] に移動します。
2. モバイル装置とペアリングするユーザーをクリックします。

3. [[PPaaiirreedd eeqquuiippmmeenntt ((ペペアアリリンンググ済済みみのの装装置置))]] で をクリックしてペアリングを開始し
ます。

4. AXIS Body Worn Assistantオプションで [PPaaiirr ((ペペアアリリンンググ))] をクリックします。

5. [LLooccaall ppaaiirriinngg ((ロローーカカルルペペアアリリンンググ))] または [RReemmoottee ppaaiirriinngg ((リリモモーートトペペアアリリンンググ))] を
選択して [NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。

6. モバイル装置を1人以上のユーザーとすでにペアリングしている場合:
6.1. AXIS Body Worn Assistantで [MMyy ccaammeerraa ((ママイイカカメメララ))] をタップします。

6.2. をタップします。
6.3. [[AAdddd ((追追加加))]] をタップします。

7. AXIS Body Worn Managerと [AXIS Body Worn Assistant] > [My camera (マイカメラ)] に表示
される指示に従います。

注
• QRコードとPINコードの有効期限は24時間です。AXIS Body Worn Managerでユーザーをク

リックしてコンテキストメニューを開き、[DDeettaaiillss ((詳詳細細))] をクリックすることで、ペアリ
ングされた機器の詳細が表示されます。

• 装着式カメラの接続を切断した後、5分以内にMy camera (マイカメラ) にPINコードを入力
する必要があります。

• モバイル装置を複数のカメラユーザーとペアリングできます。
• モバイルデバイスがカメラユーザーとペアリングされます。つまり、ペアリングしたユー

ザーにカメラを割り当てると、任意のカメラをアプリに接続できます。
• AXIS Body Worn Assistantが8週間カメラに接続されていない場合は、ペアリングの有効期

限が切れます。再接続するには、古いペアリングを削除してから、このセクションの手順
に従って新しいペアリングを作成します。

既既存存ののペペアアリリンンググのの削削除除

1. AXIS Body Worn Managerで既存のペアリングを削除します。を参照してください。

2. [AXIS Body Worn Assistant] > [My camera (マイカメラ)] を開き、 をタップします。

3. ペアリングを削除するユーザーをタップします。
4. [DDeelleettee ((削削除除))] をタップします。
5. 既存のペアリングを削除することを確認します。

Axis装着式ソリューション



58

モモババイイルルデデババイイススをを装装着着式式カカメメララにに接接続続すするる

注
モバイルデバイスを装着式カメラに初めて接続する場合は、装着式カメラシステム管理者が、
モバイルデバイスでカメラのユーザーを [[MMyy ccaammeerraa ((ママイイカカメメララ))]] とペアリングする必要があ
ります。
1. モバイルデバイスで [AXIS Body Worn Assistant] > [My camera (マイカメラ)] を開きます。

2. モバイルデバイスが複数のカメラユーザーとペアリングされている場合は、接続するユー
ザーをリストから選択します。

3. [CCoonnnneecctt ((接接続続))] をタップします。
4. 画面の指示に従います。

日日常常的的なな使使用用

目目的的ののアアククシショョンン 必必要要ななアアククシショョンン

ライブストリームを見る [[CCaammeerraa ((カカメメララ))]] >> [[LLiivvee ((ラライイブブ))]] に移動し
ます。

録画を見る [[CCaammeerraa ((カカメメララ))]] >> [[RReeccoorrddiinnggss ((録録画画))]] に移
動します。新しい録画を見るには、下方向にス
ワイプして画面を更新する必要がある場合があ
ります。

録画されたビデオをスローモーションで見る ビデオの任意の場所を長押しします。

録画したビデオを1フレーム早送りまたは巻き
戻しする

1フレーム早送りするには、ビデオ右側をダブ
ルタップします。1フレーム巻き戻すには、ビ
デオ左側をダブルタップします。

カメラのバッテリーとストレージの残量を確認
する

[[CCaammeerraa ((カカメメララ))]] >> [[DDeettaaiillss ((詳詳細細))]] に移動し
ます。

録画にカテゴリーを追加する カテゴリーを追加する録画を開きます。定義済
みのカテゴリから1つ選択します。詳細につい
ては、を参照してください。

録画にメモを追加する メモを追加する録画を開きます。[[NNootteess ((メメ
モモ))]] に情報を入力します。詳細については、を
参照してください。

別のWi-Fiネットワークに変更する 1. [[CCaammeerraa ((カカメメララ))]] >> [[DDeettaaiillss ((詳詳細細))]] に
移動します。

2. [[WWiirreelleessss nneettwwoorrkk ((ワワイイヤヤレレススネネッットト
ワワーークク))]] をタップします。

3. Wi-Fiネットワーク名とパスワードを入
力し、[OOKK] タップします。

注
この方法でWi-Fiネットワークを追加する
と、そのネットワークはカメラプロファイ
ルで追加されたネットワーク、または
AXIS Body Worn Managerでユーザーに直接
追加されたネットワークよりよりも優先さ
れます。

Axis装着式ソリューション
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カカテテゴゴリリーーとと注注記記

カテゴリと注記には、録画に関する追加情報が含まれています。たとえば、調査員または証拠管
理システムが案件の作成やファイルの管理を行う際などにこの情報を役立てることができます。
システム管理者が許可している場合、録画がカメラに残っているときにアプリで録画にカテゴ
リーやメモを追加できます。

注
これらの機能は、コンテンツの保存先でサポートされている場合に利用できます。

AXIS BodyWorn Live

AXIS Body Worn AssistantのAXIS Body Worn Liveでは以下のことができます。

• 組織内の装着式カメラからライブストリームや過去24時間のストリームを表示する。
• カメラユーザーにライブストリームを見ていることを知らせる。
• ストリーミング中のカメラユーザーの現在の位置をマップに表示する。
• カメラユーザーがライブストリームを開始するとモバイルデバイスで通知を受け取る。

注
一度に接続できる組織は1つのみです。

AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn LLiivveeのの使使用用をを開開始始すするる

AXIS Body Worn AssistantでAXIS Body Worn Liveを使用するには:

1. AXIS Body Worn LiveのユーザーマニュアルのGet started (はじめに)の手順に従います。

2. マップビューにカメラユーザーを表示するには、[[LLooccaattiioonn ((ロロケケーーシショョンン))]] もオンにする
必要があります。「マップへのカメラの表示」を参照してください。

3. AXIS Body Worn Managerで、[[AAdddd--oonn sseerrvviicceess ((アアドドオオンンササーービビスス))]] >>[[AAXXIISS BBooddyy
WWoorrnn LLiivvee]] >> [[MMoobbiillee ddeevviiccee ((モモババイイルルデデババイイスス))]] に移動します。
QRコードは、電子メールなどを通じてダウンロードや共有が可能です。

4. AXIS Body Worn Assistantで[[AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn LLiivvee]] をタップします。
5. お使いのMyAxisアカウントでサインインします。

6. [[AAccttiivvaattee AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn LLiivvee ((AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn LLiivveeをを起起動動すするる))]] をタップします。

7. モバイルデバイスを使用して、AXIS Body Worn ManagerからQRコードをスキャンします。

注
組織のメンバーでない場合は、装着式システムの管理者に追加を依頼してください。

日日常常的的なな使使用用

目目的的ののアアククシショョンン 必必要要ななアアククシショョンン

ライブストリームを見る [[WWeeaarreerrss ((装装着着者者))]] >> [[SSttrreeaammiinngg ((スストトリリーーミミ
ンンググ))]] に移動し、表示したいライブストリーム
のカメラユーザーをタップします。

ライブストリームの確認 カメラユーザーにライブストリームを開いたこ
とを知らせるには、 をクリックします。

最近のストリームを見る [[WWeeaarreerrss ((装装着着者者))]] >> [[IInnaaccttiivvee ((イインンアアククテティィ
ブブ))]] に移動し、表示したいライブストリームの
カメラユーザーをタップします。最新のスト
リームが開始します。

Axis装着式ソリューション
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古いストリームを見るには、 をタップし、
ストリームを選択します。

マップ上にカメラユーザーを表示する カメラの位置を確認するには、[[MMaapp ((ママッッププ))]]
にアクセスします。

マップ上にカメラユーザーの移動を表示するの
を停止する [[MMaapp ((ママッッププ))]] ビューで をタップしま

す。

Axis装着式ソリューション
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AXIS BodyWorn TV Dashboard

AXIS BodyWorn TV Dashboardは、Android TVアプリです。これにより、装着式システムのカメラ
の状態をリアルタイムで表示することができます。カメラユーザーがカメラを受領または返却す
る部屋のテレビにアプリをインストールすることで、関連性の高い情報をわかりやすく提供する
ことができます。アプリによって表示される内容：

• カメラのドッキングとドッキング解除。
• カメラのバッテリーレベル。
• エラーまたは警告が表示されたカメラ。
• カメラがドッキング解除されていた期間

注
AXIS W100 Body Worn Cameraのバッテリーレベルは表示されません。

アプリをカスタマイズすることで、ユーザー名を表示または非表示にすること、勤務シフトより
も長い時間ドッキング解除されているカメラに警告を表示すること、カメラのドッキングとドッ
キング解除の状態が変化した場合に強調表示することなどができます。

要要件件

• アプリにログインできる閲覧者権限が備わっているユーザーアカウント。アカウントを作
成するには、を参照してください。

• Android TV装置。
• アプリをダウンロードするためのインターネットアクセス。更新時にもインターネットア

クセスが必要となります。アプリの実行にはインターネットアクセスは不要です。
• アプリを実行するには、テレビ装置がシステムコントローラーと同じネットワークになけ

ればなりません。
AXIS Body Worn TV Dashboardアプリをダウンロードできます。詳しくは、axis.com をご覧くださ
い。

Axis装着式ソリューション
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トラブルシューティング

技術的な問題、ヒント、解決策

問題 原因 解決策

概概要要 カメラを削除できませ
ん。

AXIS Body Worn
Managerで削除する前
に、拡張システムコン
トローラーがシステム
から物理的に取り外さ
れています。これによ
り、転送ステータスが
システムで確認されま
せん。

すべてのコンテンツが
コンテンツ送信先に転
送されたことを確認す
るには、拡張システム
コントローラーをシス
テムから物理的に取り
外す前に、AXIS Body
Worn Managerでコン
トローラーを削除しま
す。その後、カメラを
取り外すことができま
す。

カメラが壊れているの
で、システムから強制
的に削除する必要があ
ります。

カメラのドッキングを
解除し、強制的に削除
します。手順について
は、を参照してくださ
い。

カメラのステータスが
[[IInn ssaaffee mmooddee ((セセーー
フフモモーードド中中))]] です

カメラが8週間、ドッ
キング解除されている
場合、セキュリティ上
の理由からカメラは
セーフモードになりま
す。

を参照してください。

カメラはシステムに
よって検出されず、
AXIS Body Worn
Managerに表示されま
せん。

ドッキングステーショ
ンは、ルーターまたは
スイッチ経由でシステ
ムコントローラーに接
続されています。

ネットワークでIPv6を
有効にします。

ドドッッキキンンググスステテーー
シショョンン

ドッキングステーショ
ンのLEDが点灯しませ
ん。

ドッキングステーショ
ンに電力が供給されて
いません。

電源をドッキングス
テーションに接続しま
す。ドッキングステー
ションにはPoEで給電
することはできませ
ん。

カメラが充電されませ
ん。

カメラが正しくドッキ
ングされていないか、
ドッキングステーショ
ンに問題があります。

以下のように対処して
ください。

1. カメラをドッ
キング解除し
た後、適切に
ドッキングし
ます。

2. カメラのコネ
クターとドッ
キングベイの
ポゴピンを掃
除します。手
順について
は、カメラの
ユーザーマ

カメラがファイルをオ
フロードしません。

Axis装着式ソリューション
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問題 原因 解決策

ニュアル (help.
axis.com) のクク
リリーーニニンンググを
参照してくだ
さい。

3. 他のカメラを
正常に接続で
きる別のドッ
キングベイ
に、このカメ
ラをドッキン
グします。カ
メラが充電ま
たはファイル
のオフロード
を開始した場
合は、元の
ドッキングベ
イに障害があ
ります。した
がって、ドッ
キングステー
ションを交換
する必要があ
ります。

シシスステテムムココンントトロローー
ララーー

AXIS IP Utilityにシステ
ムコントローラーが見
つかりません。

古いバージョンの
AXIS IP Utilityを使用し
ています。

AXIS IP Utilityバージョ
ン4.14以降にアップグ
レードしてください。

システムコントロー
ラーがオフになってい
ます。

電源をシステムコント
ローラーに接続しま
す。

システムコントロー
ラーがネットワークに
正しく接続されていま
せん。

システムコントロー
ラーをお使いのネット
ワークに接続します。

拡張システムコント
ローラーとの接続が完
全に失われた。

メインシステムコント
ローラーが交換されて
います。

を参照してください。

拡張システムコント
ローラーが8週間以上
システムに接続されな
かったため、証明書の
有効期限が切れていま
す。

ココンンテテンンツツ送送信信先先 コンテンツの保存先に
録画が表示されませ
ん。

コンテンツ送信先が利
用できません。

AXIS Body Worn
Managerの でコンテ
ンツ送信先のステータ
スを確認します。

同時負荷オフロード
は、多くの場合、転送
速度に影響します。

AXIS Body Worn
Managerで装置を開
き、転送ステータスを
確認します。録画が転

Axis装着式ソリューション
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問題 原因 解決策

送されるまで待ちま
す。転送ステータスの
履歴は転送の完了後3
日間表示されます。

録画の転送が完了する
前に、カメラのドッキ
ングが解除されまし
た。

AXIS Body Worn
Managerで装置を開
き、転送ステータスを
確認します。カメラを
ドッキングし、すべて
の録画が転送されるま
で待ちます。転送ス
テータスの履歴は転送
の完了後3日間表示さ
れます。

装着式システムの時間
が、コンテンツ送信先
の時刻と一致していま
せん。

装着式システムとコン
テンツ送信先が一致時
間を持っていることを
確認してください。

カメラとドッキングス
テーションの間の接続
に問題があります。カ
メラが正しくドッキン
グされていません。
ドッキングコネクター
が汚れているか、摩耗
しています。

すべてのコネクターが
清浄であることを確認
します。カメラのユー
ザーマニュアル (help.
axis.com) のククリリーーニニ
ンンググを参照してくだ
さい。

ライセンスがありませ
ん。

ライセンスを確認し、
必要に応じて追加のラ
イセンスを購入してく
ださい。

録画の解像度が正しく
ありません。

AXIS Body Worn
Managerの画像解像度
の設定が間違っていま
す。

AXIS Body Worn
Managerのカメラプロ
ファイルに移動し、正
しい画像解像度を設定
します。

録画が削除されまし
た。

コンテンツ送信先のリ
テンション時間が短く
なっています。例:コ
ンテンツの保存場所の
リテンション時間が7
日間で、カメラが接続
された時点で8日前に
録画されたビデオがあ
る場合は、コンテンツ
の保存先に転送された
時点で録画は削除され
ます。

コンテンツが保存され
ている場所のリテン
ション時間を、より大
きな値に変更します。

録画はカメラからシス
テムコントローラーに
転送されますが、シス
テムコントローラーか
らコンテンツへの保存
は行われません。

カメラがコンテンツの
宛先から削除されてい
ます。

カメラが割り当てられ
ているユーザーの名前
を変更し、システムコ
ントローラーを再起動
します。

Axis装着式ソリューション
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問題 原因 解決策

通常、コンテンツ送信
先は、カメラユーザー
からの録画や、コンテ
ンツ送信先から削除さ
れたカメラからの録画
を受け入れます。しか
し、これがサポートさ
れていない場合、
AXIS Body Worn
Managerではなく、コ
ンテンツ送信先でユー
ザーやカメラを削除す
ると、システムコント
ローラーから録画が転
送されない可能性があ
ります。

を参照してください。

装着式システムの時間
が、コンテンツ送信先
の時刻と一致していま
せん。

装着式システムとコン
テンツ送信先が一致時
間を持っていることを
確認してください。

カメラとドッキングス
テーションの間の接続
が悪いため、カメラか
らシステムコントロー
ラーに録画をオフロー
ドするのに時間がかか
りすぎます。カメラが
正しくドッキングされ
ていません。ドッキン
グコネクターが汚れて
いるか、摩耗していま
す。ドッキングベイの
ポゴピンが汚れている
か、磨耗しています。

すべてのコネクターが
清浄であることを確認
します。カメラのユー
ザーマニュアル (help.
axis.com) のククリリーーニニ
ンンググを参照してくだ
さい。

装着式システムとコン
テンツ送信先との接続
が失われています。

コンテンツ送信先のIP
アドレスなど特定の設
定が変更されました。

AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn
AAssssiissttaanntt

ペアリングを完了でき
ない。

装着式カメラとモバイ
ル装置の間のワイヤレ
ス範囲には制限があり
ます。

装着式カメラとモバイ
ル装置の間の距離を短
く取ってください。

装着式カメラに接続で
きません。

[[LLiivvee vviieeww ((ラライイブブ
ビビュューー))]] を使用できま
せん

ビジュアルウォーター
マークに完全なユー
ザーIDが表示されな
い。

ビジュアルウォーター
マークにはユーザーID
の最初の12文字のみ
が表示されます。

ユーザーIDが12文字よ
り長い場合は、識別し
やすい部分を先頭に含
めることをお勧めしま
す。

装着式カメラに接続で
きません。

ペアリングの有効期限
が切れているか、カメ

システム管理者に問い
合わせて、新しくペア
リングしてもらってく

Axis装着式ソリューション
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問題 原因 解決策

ラが装着式システムか
ら削除されています。

ださい。必要な情報を
受け取ったら、アプリ
を開いて、の手順に従
います。

RRFFIIDDリリーーダダーー リーダーのLEDがシス
テムコントローラーに
接続しても緑色に変わ
りません。

装着式システムでサ
ポートされていない
RFIDリーダーを使用し
ています。

EExxtteerrnnaall RRFFIIDD CCaarrdd
RReeaaddeerr 112255kkHHzz ++
1133..5566MMHHzz wwiitthh NNFFCC
((UUSSBB))を使用してくだ
さい。

ユーザーがリーダーの
RFIDタグをタップした
場合 (自己割り当てを
使用している場合)、
そのユーザーにはカメ
ラは割り当てられませ
ん。

さまざまな理由が考え
られます。

• このユーザー
はすでにドッ
キングされて
いないカメラ
に割り当てら
れています。

• 現在、使用の
準備が整って
いるカメラが
ありません。
十分なスト
レージとバッ
テリーがあ
り、残りのシ
ステムと同じ
AXIS OSバー
ジョンを搭載
している場
合、カメラは
使用する準備
ができていま
す。

• このRFIDタグ
がシステムに
登録されてい
ません。

• 割り当て済み
のカメラを
ドッキングし
てください。

• カメラの使用
準備が整うま
で待ちます。

• RFIDタグをシ
ステムに登録
します。

ビビデデオオ テキストオーバーレイ
に位置情報データがな
い。

位置情報データがオフ
になっています。

カメラプロファイルで
位置情報データをオン
にします。

録画の開始時にGPS信
号がありません。

-

テキストオーバーレイ
にユーザーIDがない。

カメラユーザーにユー
ザーIDがありません。

カメラユーザーにユー
ザーIDを追加します。

プリバッファビデオが
完了していません。プ
リバッファ時間が、
AXIS Body Worn
Managerで設定された
時間より短くなってい
ます。

カメラがオンになった
直後、または前回の録
画が終了した直後に録
画を開始します。

-

前回の録画が終了した
直後に録画を開始しま
した。

Axis装着式ソリューション
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問題 原因 解決策

AXIS W100および
AXIS W101の場合、動
きが激しい、または低
光量の非常に複雑な撮
影シーンで最大解像度
1080pを使用すると、
プリバッファメモリー
がいっぱいになる可能
性があります。

画像がかすんで見えま
す。

レンズが汚れていま
す。

レンズを清掃します。
カメラのユーザーマ
ニュアル (help.axis.
com) のククリリーーニニンンググ
を参照してください。

保護フィルムがレンズ
ウィンドウに残ってい
ます。

保護フィルムをはがし
てください。

録画に音声がありませ
ん。

カメラプロファイルで
音声がオフになってい
ます。

AXIS Body Worn
Managerのカメラプロ
ファイルで音声がオン
になっていることを確
認してください。

場所データを録画して
いません。

カメラの起動後に最初
のGPS位置を受信する
のにかかる時間は屋外
環境によって異なりま
す。たとえば、高い建
物や大気の湿度などに
よって、最初のGPS位
置を取得するのに要す
る時間が長くなる場合
があります。

-

カメラプロファイルで
場所データがオフに
なっています。

カメラプロファイルに
移動し、場場所所デデーータタ
をオンにしてくださ
い。を参照してくださ
い。

装着式システムの時刻
が間違っています。

正しいシステム時刻を
設定してください。を
参照してください。

ホホルルススタターーセセンンササーー ホルスターに装着して
いない場合に録画が開
始されない。

ホルスターセンサーが
カメラに接続されてい
ません。

カメラをホルスターセ
ンサーに接続する場合
は、カメラを装着解除
してから10分以内
に、ホルスターセン
サーがカメラの範囲内
にある必要がありま
す。通常の状況で、範
囲は5 ~ 10 m (16 ~33
フィート) です。

Axis装着式ソリューション
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問題 原因 解決策

ホルスターセンサーが
キャリブレーションさ
れていません。

ホルスターセンサーを
キャリブレーションし
ます。詳細について
は、Yardarmサポート
ページをご覧くださ
い。

ホルスターセンサーが
カメラとのペアリング
または接続を行わな
い。

Holster Aware Setup
モバイルアプリケー
ションがホルスターセ
ンサーに接続されてい
ます。

Holster Aware Setup
モバイルアプリケー
ションを閉じて、ペア
リングプロセスを再開
します。

一般的なトラブルシューティングの手順

装着式システムで問題が発生している原因がわからない場合は、以下のいずれかの対策を実行す
ることができます。

カカメメララ

1. 装着式カメラを再起動します。
– カメラがドッキングされている場合は、カメラのドッキングを解除し、もう一度

ドッキングします。
– カメラのドッキングが解除されている場合は、電源ボタンを使用して電源を切り、

再度電源を入れます。
2. 最新の装置ソフトウェアバージョンを使用して、装着式カメラをアップグレードします。

を参照してください。
3. カメラをドッキングし、AXIS Body Managerを通してシステムから削除します。これでカメ

ラは工場出荷時の設定に戻ります。もう一度カメラをシステムに追加します。を参照して
ください。

シシスステテムムココンントトロローーララーー

1. システムコントローラーを再起動します。を参照してください。再起動中は、システムコ
ントローラストレージ上のログと録画はそのまま残ります。

2. 最新の装置ソフトウェアバージョンを使用して、システムコントローラーをアップグレー
ドします。を参照してください。

3. 以下の方法のいずれかを使用して、拡張システムコントローラーを工場出荷時の設定にリ
セットします (これは、装着式システムが最初に作成されたシステムコントローラーには適
用されません)。
– 拡張システムコントローラーのリセットは、AXIS Body Worn Managerから行うこと

をお勧めします。を参照してください。
– 上記の方法が不可能な場合は、拡張システムコントローラーにアクセスし、[RReesseett

ssyysstteemm ccoonnttrroolllleerr ((シシスステテムムココンントトロローーララーーののリリセセッットト))] をクリックします。
4. 装着式システムを工場出荷時の設定にリセットします。を参照してください。

発生する可能性のある問題を特定する方法の詳細については、およびも参照してください。

さらに支援が必要ですか?

ササポポーートトにに問問いい合合わわせせるる

さらにサポートが必要な場合は、axis.com/supportにアクセスしてください。

Axis装着式ソリューション

https://support.yardarmtech.com/
https://support.yardarmtech.com/
https://www.axis.com/support


69

AAxxiissととののデデーータタのの共共有有

当社では、製品がどのように使用され、動作しているかに関する匿名データを収集しています。
これにより、製品とユーザー体験の改善が可能になります。Axisが個人情報を収集することはあり
ません。詳細については、Privacy Policy (プライバシーポリシー)をご覧ください。

プライバシー設定を変更するには、[[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[PPrriivvaaccyy ((ププララ
イイババシシーー))]] の順に移動します。

Axis装着式ソリューション
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